
あきしま
kishima

広
報

■発行　昭島市　■編集　秘書広報課　■〒196-8511  東京都昭島市田中町1-17-1
■☎042-544-5111（代） FAX042-546-5496　■発行日　1日･15日（1月と8月は1日のみ）
■ホームページ　http://www.city.akishima.lg. jp/

笑顔で元気にあいさつを （市内小学校）

 平成28年
（2016年） 

4/1

 主な記事 

平成28年度の市政運営の基本方針… …… ２～５

平成28年度の予算と主な施策………………… ６～９

子育て世代包括支援センターを…
あいぽっく内に開設……………………………………………21

昭島市民球場の愛称が…
「ネッツ多摩昭島スタジアム」に決定………………24

No.1085
kishima

 休日応急診療当番医  （ 各医療機関にお問い）合わせのうえ受診を
診療日時 医療機関（●内内科●小小児科） 歯科医療機関

４/３

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
◎
印
は
引
き
続
き
午
後
６
時
～
９
時
）　　
　
　

◎浅見胃腸科外科
医院（東町）●内
☎544－5300

昭島病院
（中神町）●内
☎546－3111

楠本歯科クリニッ
ク（東町）
☎541－9131

4/10
◎昭島相互診療所
（福島町）●内
☎545－2712

医師会診療所
（緑町）●内●小
☎543－3020

多摩歯科診療所
（玉川町）
☎543－4651

4/17
◎つつじが丘診療所
（つつじが丘）●内●小
☎545－4737

まことクリニック
（松原町）●内●小
☎546－2800

協和歯科医院
（緑町）
☎542－6696

4/24
◎しょうわの森こども
クリニック（美堀町）●小
☎519－1237

大 久保内科クリ
ニック（拝島町）●内
☎500－0013

平田歯科医院
（玉川町）
☎541－0465

4/29
◎野村病院
（昭和町）●内
☎545－2733

佑和内科小児科クリ
ニック（上川原町）●内●小
☎545－6655

西多摩歯科クリ
ニック（松原町）
☎542－1239

※�24時間医療機関などの案内は、東京都医療機関案内サービス“ひまわり”
☎03－5272－0303へ。� 今月の水道修理当番店は17ページに掲載
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本
年
は
、
第
五
次
総
合
基
本
計
画

の
後
半
期
に
入
る
大
切
な
１
年
で
す
。

人
口
減
少
、
超
高
齢
化
社
会
の
も
と

昭
島
市
が
引
き
続
き
成
長
・
発
展
を

続
け
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
策
定

し
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

昭
島
市
総
合
戦
略
」を
、総
合
基
本
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
戦
略

的
・
一
体
的
に
展
開
し
ま
す
。
そ
し

て
、
魅
力
あ
る
都
市
と
し
て
将
来
に

誇
る
こ
と
の
で
き
る「
元
気
都
市
あ

き
し
ま
」の
実
現
に
向
け
、ま
ち
づ
く

り
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市

民
の
皆
様
や
企
業
の
皆
様
の
お
力
添

え
で
、
多
摩
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
と
し
て
発
展
を
遂
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
都
市
基
盤
の
整
備
も
進

み
、
新
し
い
ま
ち
の
姿
も
徐
々
に
見

え
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の

大
規
模
建
設
事
業
、
保
有
す
る
公
共

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
、
更

な
る
財
政
需
要
の
高
ま
り
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
市
財
政
に
と
っ
て
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
こ

れ
ら
喫
緊
の
課
題
に
対
応
し
、
財
源

に
裏
打
ち
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
質
の
高
い
都
市
基
盤
整
備
と
潤
い

豊
か
な
環
境
は
、
都
市
生
活
の
基
本

的
価
値
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
総
合

基
本
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
評
価
・
点
検
す
る
と
と
も
に
、「
人

間
尊
重
」、「
環
境
と
の
共
生
」と
い
う

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
立
ち
返
り
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
都
市
と
し
て

の
魅
力
、
水
や
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境

な
ど
を
昭
島
市
の
価
値
と
し
て
再
認

識
し
、
こ
れ
ら
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
更
に
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面

が
融
合
し
た
魅
力
あ
る
自
治
体
と
し

て
、
未
来
に
夢
と
希
望
と
元
気
が
持

て
る
よ
う
な
施
策
展
開
を
基
本
に
、

次
の
５
点
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

重
点
的
な
取
り
組
み

１�
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
あ
ふ

れ
、
快
適
で
魅
力
の
あ
る
、

人
が
訪
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み

２�

健
康
で
福
祉
が
充
実
し
、
地

域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み

３�

と
も
に
育
み
、
と
も
に
守

り
、
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
、

環
境
へ
の
取
り
組
み

４�

と
も
に
守
る
、安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み

平成28年度の
市政運営の基本方針
市議会定例会の初日（２月26日）に、北川市長が市政運営の
基本方針を、木戸教育長が教育施策推進の基本的考え方を
表明しました。その概要をお知らせします。 昭島市長 北川穰一

次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す

　
「
元
気
都
市
あ
き
し
ま
」の
実
現
の

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で

元
気
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
こ
と
を
基
本

に
、
予
防
を
重
視
し
た
健
康
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

が
生
活
の
中
に
定
着
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し

ま
す
。

　
生
涯
元
気
に
生
活
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
定
め
た
健
康
増
進
計
画「
健

康
あ
き
し
ま
21
」に
基
づ
き
、生
活
習

慣
病
予
防
な
ど
の
事
業
や
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
り
継
続
し
て
支
援
を
行
う
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
あ
い

ぽ
っ
く（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）内
に

設
置
し
ま
す
。
児
童
発
達
支
援
に
つ

い
て
は
、
そ
の
拠
点
と
な
る
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、

具
体
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。更
に
、

保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
解
消
に
も
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支

援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
医
療
と
介

　
地
球
環
境
に
過
大
な
負
荷
を
与
え

ず
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
資
源
を
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

水
と
緑
の
環
境
共
生
都
市
を
目
指
し

次
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
低
炭
素
・
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
企
業
な
ど
か
ら
な
る
環
境

配
慮
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連

携
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

の
普
及
促
進
な
ど
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
一
般

廃
棄
物
の
減
量
や
再
利
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
施

設
に
つ
い
て
は
広
域
化
に
よ
る
共
同

処
理
を
目
指
し
ま
す
。

　
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
水
と
緑
と
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

か
け
が
え
の
な
い
良
好
な
自
然
環
境

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
次
に
、
水
と
緑
の
豊
か
な
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
雨
水
の

再
利
用
と
節
水
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
都
内
で
唯
一
、
深
層
地
下
水

100
％
の
水
道
水
で
あ
る
と
い
う
地
域

特
性
を
反
映
し
、
水
循
環
の
維
持
に

努
め
、
恵
ま
れ
た
地
下
水
を
大
切
に

守
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
川

由
来
の
崖が

い
線
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
と
と
も
に
環
境
を

考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
岩
手
県
岩
泉
町
と
環
境
連
携
交

流
事
業
を
実
施
し
、
森
林
保
全
活
動

を
通
じ
て
、
市
民
間
の
交
流
や
自
治

体
間
の
連
携
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、

「
奥
多
摩
・
昭
島
市
民
の
森
」で
の
活

　
昨
年
も
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
改
め
て
、
災
害
へ
の
備
え

に
は
日
頃
か
ら
万
全
を
期
す
と
い
う

心
構
え
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
減
災
に
、
市
民
・
行
政
と
も
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
災
害
対
策
で
は
、
減
災
と
い
う
考

え
方
や
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み

を
基
本
と
し
て
、
地
域
が
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
、
災
害
活

動
用
器
具
の
導
入
や
震
災
時
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
支
援
、
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
支
援
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

５�

将
来
に
責
任
を
果
た
す
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、

社
会
経
済
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、

喫
緊
の
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
、
各
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、財
源
の
確
保
が
重
要
で
す
。

そ
の
財
源
の
裏
付
け
と
な
る
中
期
財

政
計
画
に
基
づ
き
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
を
図

り
、
持
続
可
能
な
確
固
た
る
財
政
基

性
化
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
な
ど
に
対
す
る
施

策
と
し
て
事
業
承
継
や
創
業
へ
の
支

援
、空
き
店
舗
を
再
活
用
す
る「
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
再
創
出
事
業
」な
ど
を

展
開
し
、
地
域
経
済
の
好
循
環
、
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
、
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
を
創

り
出
す
、
活
力
あ
ふ
れ
る
昭
島
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

護
の
連
携
、
介
護
予
防
対
策
、
生
き

が
い
支
援
な
ど
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
新

し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
29
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
で

す
。
障
害
者
差
別
解
消
法
が
、
本
年

度
か
ら
本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
、
差
別
を
な
く
す
た

め
の
施
策
に
取
り
組
み
、
障
害
者
の

人
権
と
基
本
的
自
由
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
学
校
ご
と
に
策
定
し
た
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
円
滑

な
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
更
に
、地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

備
蓄
倉
庫
の
整
備
と
備
蓄
食
糧
・
物

資
の
確
保
を
計
画
的
に
行
い
、
災
害

対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修

促
進
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
的
な
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
犯
罪
の
抑
止
・
予
防
の
た
め
街
頭

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
ま
た
、
交

通
安
全
へ
の
対
策
に
も
力
を
入
れ
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
昭
島
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

盤
の
整
備
・
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
拝
島
駅
南
口
や
東
中
神
駅
の
周
辺

整
備
が
順
調
に
進
捗
す
る
中
、
図
書

館
な
ど
多
く
の
機
能
を
有
す
る（
仮

称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
も
、新

た
な
昭
島
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と

し
て
、
31
年
度
中
の
開
館
を
目
指
し

整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
都
市

基
盤
の
整
備
と
併
せ
て
昭
島
の
地
域

特
性
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、
あ
き
し
ま
の
水
ブ
ラ
ン
ド
構

築
・
推
進
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

拝
島
日
吉
神
社
祭
礼
の
榊
祭
で
、
屋

台
の
人
形
を
立
ち
あ
げ
て
の「
奉ほ

う
曳え

い
」

は
現
在
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
伝
統
文
化
を
復
活
さ
せ
、
次
の
世

代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活

動
を
通
じ
て
、
水
源
林
の
保
全
を
進

め
ま
す
。

　
今
後
も
、
環
境
と
の
共
生
を
重
視

し
た
、
快
適
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
が
昭
島
市

を
ふ
る
さ
と
と
し
て「
住
み
続
け
た

い
」と
思
い
、
更
に
は
、
市
外
の
方
も

「
訪
れ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
良
質
で
魅
力
あ
る
都
市
基
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学
校
教
育

１
確
か
な
学
力
の
定
着

　
本
年
度
も
国
や
東
京
都
、
本
市
独

自
の
学
力
調
査
の
結
果
を
も
と
に
各

学
校
で
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
を
作

へ
の
対
応
と
し
て
本
年
度
も
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
社
会
全
体
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
級
満
足
度
調
査
を

小
・
中
学
校
全
校
で
行
い
、
児
童
・

生
徒
の
理
解
に
努
め
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
問
題
行
動

の
早
期
発
見
に
も
活
用
し
ま
す
。

３
健
や
か
な
体
の
育
成

　
運
動
習
慣
を
定
着
化
し
、
体
力
向

上
を
図
る
た
め
、「
１
校
１
取
り
組
み
」

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
国
が
実
施
す
る
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
体
育
の
授
業
改
善
に
努
め
る
ほ

か
、
全
校
で
昭
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、ク
リ
ケ
ッ
ト（
※
２
）の
ま
ち

を
推
進
す
る
た
め
、小
学
校
の
授
業

に
取
り
入
れ
る
ほ
か
、中
学
校
合
同
の

ク
リ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
学
校
給
食
運
営

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
共
同
調
理
場

の
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

４
輝
く
未
来
に
向
か
っ
て

　
小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
一
貫
教

育
に
つ
い
て
、
小
中
一
貫
教
育
推
進

委
員
会
で
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

教育長 木戸義夫

平成28年度
教育施策推進の
基本的考え方

　
教
育
委
員
会
で
は
、
第
二
次
教
育

振
興
基
本
計
画
を
も
と
に
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
中
学
生

海
外
交
流
事
業
な
ど
の
国
際
理
解
教

育
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
に
小
学
校
で
英
語
が
教
科
と
な

る
た
め
、本
年
度
、教
員
の
英
語
力
や

授
業
力
の
向
上
な
ど
を
図
り
、児
童・

生
徒
の
英
語
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
で
は
、
第
二
次
生
涯
学

習
推
進
計
画
の「
市
民
相
互
と
地
域

の
つ
な
が
り
を
育
て
る
生
涯
学
習
」

を
基
本
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動

の
支
援
と
、環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習

１
生
涯
学
習
の
推
進

　
31
年
度
中
の
開
館
を
目
指
し
、（
仮

称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
、
生
涯
学
習
援
助
協
力
者

制
度
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
土
曜
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
引
き
続
き
各
種
講

座
を
実
施
す
る
ほ
か
、
第
８
期
市
民

大
学
の
１
年
次
を
開
講
し
ま
す
。

２
図
書
館
活
動

　
第
三
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

お
わ
り
に

で
は
、
幼
保
小
連
携
推
進
委
員
会
を

中
心
に
、教
育
・
保
育
の
よ
う
す
を
互

い
に
見
学
す
る
ほ
か
、合
同
で
研
修
を

行
う
な
ど
、更
に
連
携
を
深
め
ま
す
。

５
学
校
施
設
の
整
備

　
東
小
と
つ
つ
じ
が
丘
小
で
、
校
庭

の
芝
生
化
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
学
級
数
の
増
に
対

応
す
る
た
め
、
拝
島
第
一
小
で
校
舎

増
築
等
工
事
を
、
拝
島
第
二
小
で
校

舎
増
築
等
工
事
に
つ
い
て
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

成
し
、
授
業
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
算
数
・
数
学
・
英
語
は
少
人
数
で

の
習
熟
度
別
指
導
を
行
い
、
基
礎
学

力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
土
曜
・
放
課
後
等
補
習
教
室
で
は
、

新
た
に
主
任
指
導
員
を
配
置
し
て
個

別
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

指
導
員
を
増
や
し
て
グ
ル
ー
プ
指
導

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に
関
係

機
関
と
の
連
携
や
学
校
運
営
へ
の
参

画
を
加
え
、内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、理
数
教
育
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育（
※
１
）

の
充
実
の
た
め
、
観
察
、
実
験
、
演

習
な
ど
の
研
修
も
行
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
で
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
適
切
な
支

援
を
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
強
化
、
保
護
者
や
地
域
へ
の
啓

発
、
総
合
的
な
支
援
体
制
の
構
築
な

ど
を
行
い
、
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
特
別
支
援
教
室

を
拝
島
第
一
小
と
拝
島
第
三
小
に
、

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
を
光
華

小
と
拝
島
中
に
開
設
し
ま
す
。

２
豊
か
な
心
の
醸
成

　
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
人
権
教

育
を
推
進
す
る
ほ
か
、
い
じ
め
問
題

向
け
啓
発
講
座
な
ど
を
行
い
、
幅
広

い
年
代
を
対
象
と
し
て
図
書
館
の
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。

盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　
人
口
減
少・超
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
も
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の

維
持
・
管
理
や
更
新
に
係
る
費
用
な

ど
、
財
政
負
担
の
増
加
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

後
の
公
共
施
設
の
在
り
方
の
方
針
と

な
る「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度（
社
会
保
障・

税
番
号
制
度
）に
つ
い
て
は
、個
人
情

報
の
保
護
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
し
つ

つ
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
情
報
連
携
業
務
に
適
切

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民
票

の
写
し
の
交
付
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、
市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
で
す
。
新
た
な
人
事
評
価
制
度

を
導
入
し
て
職
員
の
主
体
的
な
職
務

遂
行
能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

公
務
能
率
の
向
上
と
組
織
全
体
の
士

気
高
揚
を
図
り
ま
す
。ま
た
、職
員
の

創
意
工
夫
を
市
役
所
の
改
革
に
つ
な

げ
る
た
め
、部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
職
員
提
案
制
度
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
四
次
中
期
行
財
政
運
営

計
画
の
最
終
年
を
迎
え
、
計
画
に
位

置
づ
け
た
目
標
値
を
達
成
す
る
た

め
、
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
の
両
面

か
ら
の
取
り
組
み
を
、
よ
り
強
固
に

進
め
ま
す
。

　
歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
税
な

ど
の
収
納
対
策
に
努
め
る
ほ
か
、
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担

の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　
歳
出
削
減
に
つ
い
て
は
、
聖
域
な

き
民
間
委
託
の
推
進
、
職
員
数
の
削

減
や
給
与
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
昨
年
４
月
に
教
育
委
員
会
制
度
の

抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
総
合
教
育
会

議
を
設
置
し
、「
昭
島
市
教
育
に
関
す

る
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。今
後
も

大
綱
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
図

り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
家
庭
と
教
育
現
場
と

が
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
自

立
心
を
育
む
こ
と
を
基
本
に
、
次
の

５
点
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
１
点
目
、「
確
か
な
学
力
の
定
着
」

で
は
、学
習
に
課
題
の
あ
る
児
童・生

徒
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

２
点
目
、「
豊
か
な
心
の
醸
成
」で

は
、
家
庭
と
連
携
し
、
自
立
心
を
持

つ
、他
人
を
思
い
や
る
、社
会
の
ル
ー

ル
を
守
る
な
ど
、
心
の
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
３
点
目
、「
健
や
か
な
体
の
育
成
」

で
は
、学
校
ご
と
に
、体
力
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

４
点
目
、「
輝
く
未
来
に
向
か
っ

て
」で
は
、知・徳・体
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　
５
点
目
、「
生
涯
学
習
の
推
進
」で

は
、（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ

―
の
各
施
設
が
有
す
る
役
割
が
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
果
た
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

し
っ
か
り
連
携
す
る
よ
う
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

高
度
情
報
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、

激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
に
お
い
て
、
困
難

な
状
況
で
も
た
く
ま
し
く
自
分
自
身

　
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
盛
り
込
ん
だ
本
年
度
の
予
算

は
、
喫
緊
の
課
題
や
行
政
が
今
な
す

べ
き
必
要
な
施
策
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

の
未
来
を
切
り
拓ひ

ら
い
て
い
く
た
め
に

は
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
、

自
ら
育
つ
力
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

が
、
以
前
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
の

相
互
理
解
を
深
め
、
他
人
を
思
い
や

る
心
や
自
立
心
を
持
ち
、国
際
社
会

で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
の
更
な
る
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
教
育
に
関
わ
る
す
べ

て
の
方
と
連
携
し
協
力
し
な
が
ら
、

家
庭
、
学
校
、
そ
し
て
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り
へ
の
支
援

に
努
め
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

な
配
分
に
努
め
、
昭
島
を
元
気
に
満

ち
た
、
魅
力
あ
る
都
市
と
し
て
将
来

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
予
算

と
し
ま
し
た
。

　
今
日
の
昭
島
は
、
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
先
達
の
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
り
築
か
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
も
こ
れ

を
受
け
継
ぎ
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
、
個

性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
昭
島
を
創
り

上
げ
、
引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ

り
ま
す
。

　
「
礼
記
」に「
官
正
し
き
と
き
、国
治

ま
る
」と
あ
り
ま
す
。公
務
に
携
わ
る

者
と
し
て
、法
の
遵
守
は
も
と
よ
り
、

公
平
公
正
な
立
場
で
市
政
運
営
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
11
万
２
千
余
り
の
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
り
、
福
祉
の
向
上
を
図
る

と
の
決
意
の
も
と
、
清
潔
・
公
正
・

情
熱
を
旨
と
し
な
が
ら
公
平
公
正

な
市
政
運
営
を
貫
き
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き

る「
元
気
都
市
あ
き
し
ま
」の
確
か
な

る
実
現
に
向
け
て
、
な
お
一
層
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３�

文
化
・
芸
術

　
市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興

の
た
め
、活
動
成
果
の
発
表
の
場
、交

流
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
会
館
や
公

民
館
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

４�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　
運
動
施
設
の
設
備
を
改
修
す
る
ほ

か
、
本
年
度
策
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
基
づ
い
て
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

５�

文
化
財

　
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

拝
島
日
吉
神
社
の
榊
祭
に
つ
い
て
、

祭
礼
神み

輿こ
し
の
修
理
を
支
援
し
ま
す
。

※
１
＝ 

電
子
黒
板
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
を
活
用

し
た
教
育

※
２
＝ 

英
国
伝
来
の
野
球
に
似
た
ス
ポ
ー

ツ

教
育
施
策
の
基
本
方
針
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歳　出 
443億
9600万円

民生費
211億
6561万８千円
（47.7％）教育費

48億4902万４千円（10.9%）

歳　入 
443億
9600万円

市税
192億3460万
３千円
（43.3%）

国庫支出金
97億849万
１千円
（21.9%）

都支出金
58億2831万
３千円
（13.1％）

◉
予
算
編
成
方
針

　
第
五
次
総
合
基
本
計
画
の
後
半
期
に
入
る
平
成
28
年
度
は
、

引
き
続
き
将
来
を
見
据
え
、
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
点
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

一般会計予算　443億9600万円

※28年１月１日現在の人口11万2897人をもとに算出しました。

諸収入など　６億9138万円（1.6%）
内訳は、繰越金２億円、諸収入４億8022万２千円などです。

各種交付金など
32億2810万９千円（7.3%）
内訳は、地方譲与税１億6300万１千
円、利子割交付金4100万円、配当
割交付金２億2700万円、地方消費
税交付金24億5000万円などです。

　 歳　出　～扶助費や普通建設事業費などは増加、人件費は減少～

▼ 性質別区分における義務的経費の状況
　（その支出が義務付けられ任意に削減できない経費）
区　分 当初予算額（前年度比）
人 件 費 60億 440万３千円 （3.5%減）
扶 助 費 152億 836万７千円 （6.5%増）
公 債 費 21億1942万５千円 （0.9%減）
合　計 233億3219万５千円 （3.1%増）

※ 義務的経費は、前年度に比べて６億9346万
４千円（3.1％）増加し、予算総額の52.6％を
占めています。これは、職員数の減などに
より人件費・公債費は減少したものの、扶
助費が増加したことによるものです。

商工費など　４億2106万円（1.0%）
内訳は、労働費8016万２千円、農林費8613万２千円、
商工費２億476万５千円などです。

議会費　３億7470万５千円（0.8%）

消防費　15億1181万７千円（3.4%）

公債費　21億1942万５千円（4.8%）

衛生費
36億4198万５千円（8.2%）

土木費
60億6328万
１千円（13.6%）

その他 ６万1992円
＊繰入金＝基金や特別会計から一般会計に繰り入
れられるお金

＊分担金及び負担金＝保育料など、市が行う特定
の事業により利益を受ける人が、その事業のた
めに支払うお金

＊地方交付税＝地方公共団体間での財源の均衡化
を図るために、国から交付されるお金

＊各種交付金など＝各種法令で定められた一定基
準によって国や都から市へ配分されるお金

＊諸収入など

国庫支出金・都支出金
特定の事業のために国や都
から支出されるお金

 13万7619円

使用料及び手数料
自転車等駐車場など市の施
設の使用料、住民票や税証
明書などの発行手数料
 8564円

市税
市民税、固定資産税・都市
計画税などの税金

 17万373円

※28年１月１日現在の人口11万2897人をもとに算出しました。

 歳出額を市民一人当たりに換算すると…　39万3243円
民生費
障害者や高齢
者に対する社会福祉、児童 
福祉、生活保護などの費用
 18万7477円

 歳入額を市民一人当たりに換算すると…　39万3243円

その他
市議会運営、
労働、農業、
商工振興、観光などの費用
 7049円

公債費
市債（市が借り入
れたお金）の返済
のための費用
 １万8773円

衛生費
ごみ処理、保健
衛生、予防接種、
環境衛生などの費用
 ３万2259円

国庫支出金は、普通建設事
業費などの増により、前年
度に比べて７億4203万７千 
円（8.3%）増加しました。

市税は、個人市民税など
の増収が見込まれるため、
前年度に比べて3460万円
（0.2％）増加しました。

使用料及び手数料　９億6688万６千円
（2.2%）

地方交付税　２億9000万円（0.7%）

分担金及び負担金　６億4002万４千円（1.4%）

表１　28年度一般会計・特別会計予算額 
会　計　名 当初予算額（前年度比）

一　般　会　計　 443億9600万０千円 （3.1%増）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 141億9800万０千円 （0.3%減）
介 護 保 険 79億7047万０千円 （1.8%増）
後 期 高 齢 者 医 療 20億9694万９千円 （2.6%増）
下 水 道 事 業 25億4791万１千円 （11.8%減）
中神土地区画整理事業 ３億8400万３千円 （3.0%減）

小　　　計 271億9733万３千円 （0.7%減）
合　　　　　計 715億9333万３千円 （1.6%増）

～元気都市あきしまの実現を目指して～

◆ 

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、直
面
す
る
喫

緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、各
種
施
策
を

積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、元
気
都
市
あ
き
し
ま

の
確
か
な
実
現
を
図
る

◆ 

更
な
る
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、歳
入
歳
出
両

面
か
ら
の
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、将
来
を

見
据
え
た
確
固
た
る
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
す

市債　16億5900万円（3.7%）

市債は、建設事業債の増によ
り、前年度に比べて2900万円
（1.8%）増加しました。

繰入金　21億4919万４千円（4.8%）

基金（積立金）から21億4919万４千
円の取り崩しを予定しています。
基金の28年度末現在高（見込み）
は、総額91億8692万円です。

総務費
42億4908万５千円（9.6％）

土木費
道路の新設・維
持管理、公園整
備などの費用
 ５万3706円

◉
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事

業
会
計
の
予
算
額
は
、
表
１
・
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
443
億
９
６
０
０
万
円
で
、前
年
度

と
比
べ
て
13
億
２
６
０
０
万
円（
3.1
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
に
よ
り
、
市
税
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
、
東

中
神
駅
自
由
通
路
等
整
備
事
業
や
都
市
計
画
道
路
３・
４・
１

号
整
備
事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費（
公
共
施
設
な
ど
の
建

設
費
）の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、立
川
基
地
跡
地
昭
島
地
区
周
辺
都
市
基
盤
整
備

基
金
積
立
金
の
減
に
よ
り
積
立
金
が
減
少
し
た
一
方
、年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の
扶
助
費
、東
中
神
駅
自

由
通
路
等
整
備
事
業
や
拝
島
第
一
小
校
舎
増
築
等
工
事
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

☆
詳
し
く
は
、
財
政
係
へ
。

教育費
小・中学校教育、
社会教育、スポー
ツ活動の推進などの費用
 ４万2951円

消防費
消防活動、災害対策
などの費用

 １万3391円

平成28年度予算決まる�（28年４月～29年３月）

　 歳　入　　～市税や地方交付税などは増加、諸収入は減少～

◉
予
算
の
編
成

　
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
は
、前
年
度
に
比
較
し
て
増
収
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、扶
助
費
の
増
加
や
大
規
模
建
設
事
業
の
対
応

な
ど
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、福
祉
の
向
上
と
自

立
し
た
健
全
な
財
政
の
確
立
を
目
指
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、赤
字
地
方
債
の
借
り
入
れ
な
ど
を
で
き
る
限
り

抑
制
す
る
た
め
、国
や
都
か
ら
の
補
助
金
な
ど
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
す
べ
て
の
施
策
の
効
率
性
や
実
効
性
を
検
討

し
、
必
要
な
施
策
に
は
積
極
的
に
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た

（
主
な
施
策
は
８・９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

な
お
、
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
行
財

政
健
全
化
の
効
果
な
ど
で
積
み
立
て
て
き
た
財
政
調
整
基
金

５
億
８
０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
や
、
臨
時
財
政
対
策
債

４
億
５
０
０
０
万
円
の
借
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、中
期
行
財

政
運
営
計
画
に
基
づ
く
行
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
向
上
に
努
め
ま
す
。

市債
市が建設事業などを行うた
めに国・都・銀行などから長
期にわたり借り入れるお金
 １万4695円

総務費
庁舎管理、徴税、
統計、選挙事務、
戸籍、住民登録などの費用
 ３万7637円

民生費は、臨時福祉給付金等支給事業
や、障害者自立支援給付事業などの事
業費の増により、前年度に比べて５億
3456万５千円（2.6％）増加しました。

表２　28年度水道事業会計予算額

区　分 当初予算額（前年度比）
収　入 支　出

収益的収入･支出 18億7619万０千円
（0.1％増）

13億9730万４千円
（1.5％減） 

資本的収入･支出 2664万９千円
（34.6%減）

14億9691万３千円
（19.3％減）

土木費は、東中神駅自由通
路等整備事業の増などに
より、前年度に比べて16億 
6829万７千円（38.0％）増加 
しました。
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平成28年度の主な施策
　主な施策について、第五次総合基本計画（23 ～ 32年度）の施策大綱に基づき、
新規事業を中心に紹介します。このほかの事業などは、平成28年度当初予算（市役
所２階行政資料コーナーにあり／市ホームページにも掲載）でご覧いただけます。
☆詳しくは、財政係へ。

※
金
額
は
、
予
算
額（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）で
す
。

心ゆきかう あきしま 〈明るい地域社会の形成〉
◆ 応急対策用備蓄物資・食糧購入
…………………………5912万円
　 災害時に避難者や帰宅困難者を
支援するため、食糧や毛布など
の物資を購入します。

◆ （仮称）拝島駅前備蓄倉庫新築工
事………………………5475万円

　 備蓄物資を計画的に配備するた
め、拝島駅前に備蓄倉庫を新築
します。

◆ コンビニエンスストア証明書等交
付システム導入事業 … 4704万円

　 マイナンバーカードを活用し、
コンビニエンスストアで住民票
などの交付を行えるよう、シス
テムを整備します。

◆ 防災行政無線等デジタル化事業
…………………………4680万円
　 防災行政無線のデジタル化に向
け、携帯型無線送受信装置など
の機器を配備します。

◆ 通学路防犯カメラの設置
　 ………………………… 729万円
　 児童・生徒の安全を守るため、
小学校の通学路に防犯カメラを
設置します。

◆ 街頭防犯カメラの設置
………………………… 236万円
　 犯罪抑止や、安全で安心して生
活ができるまちづくりを推進す
るため、拝島駅北口などに街頭
防犯カメラを設置します。

◆ 自治会集会施設整備費補助
………………………… 563万円
　 自治会館や集会所の改修工事費
の一部を補助します。

◆ 小・中学校緊急地震速報装置設
置事業………………… 198万円
　 児童・生徒の安全を守るため、
大地震の際に小・中学校の校内
放送で緊急地震速報を放送する
装置を設置します。

◆ 宿泊助成事業………… 152万円
　 市民の保養と余暇活動の充実を
図るため、また、東日本大震災の
被災地の復興を支援するため、
宿泊費の一部を助成します。

未来を育む あきしま 〈教育・文化・スポーツの充実〉
◆ 拝島第一小校舎増築等工事
……………………２億1300万円
　 統合に伴い、今後必要となる教
室数を増やす工事などを行いま
す。

◆ （仮称）教育福祉総合センター整
備事業……………１億3925万円

　 31年度中の開館を目指して、基
本設計や実施設計などを行いま
す。

◆ 共成小プールピット改修工事
…………………………8790万円
　 屋上にあるプールのプールサイ
ドを支える鉄骨が老朽化してい
るため、改修工事を行います。

◆ 玉川会館外壁等改修工事
…………………………1440万円

◆ 市民図書館耐震補強工事
…………………………1356万円

◆ みほり体育館空調設備改修工事
………………………… 990万円

◆ つつじが丘小開校に関する事業
………………………… 750万円
　 新校となっても安心して学べる
よう、学校環境の整備と教育活
動の充実を図ります。

◆ 小学校特別支援教室整備事業
………………………… 600万円
　 小学校に特別支援教室を設置す
るため、教室整備と備品購入を
行います。

◆ 中学生海外交流事業 … 585万円
　 国際理解を深めるため、オース

トラリアへの中学生の派遣や学
生の受け入れを行います。

◆ 「拝島日吉神社の榊祭」祭礼神
み

輿
こし

修理補助 …………… 181万円

◆ 岩泉町との中学生スポーツ交流
事業………………………90万円

　 岩手県岩泉町とスポーツでの交
流を図るため、「龍泉洞リレー
マラソン」に中学生チームを派
遣します。

◆ 中学校クリケットクラブの創設
……………………………38万円
　 中学校の課外活動で６校合同の
クリケットクラブを創設し、活
動を行います。

ともに支え合う あきしま 〈健康と福祉の充実〉
◆ 臨時福祉給付金等支給事業
……………………５億1291万円
　 個人住民税が課税されていない
高齢者などを対象に、臨時福祉
給付金を支給します。

◆がん検診…………１億6226万円

◆ 保育園改修工事費補助
…………………………8448万円
　 保育園の定員を増やして待機児
童の解消を図るため、保育園の

改修工事費などを補助します。

◆ 認知症高齢者グループホーム整
備費補助 ……………6930万円
　 来年５月開設予定のグループ
ホームの整備費を補助します。

◆ 拝島駅前北口保育施設新築工事
費補助…………………2363万円

　 拝島駅北口に来年４月開設予定
の私立保育施設について、新築
工事費を補助します。

◆ 子育て世代包括支援事業
…………………………2052万円
　 子育て世代包括支援センターを
設置し、出産前後から就学前ま
での子育てについて、保健師な
どによる総合的な支援を実施し
ます。

◆健康ポイント事業 …… 427万円
　 健康づくり推進のため、当選す
る景品に新たに高齢者対象の枠
を設定して実施します。

環境をつなぐ あきしま 〈循環型社会の形成〉
◆ 住宅用新エネルギー機器等普及
促進補助 …………… 500万円
　 太陽光発電や住宅用燃料電池な
どの設置にかかる経費を補助し
ます。

◆ 公共施設冷水器設置事業
………………………… 315万円
　 クールシェアの推進を図るた
め、市施設に冷水器を設置しま
す。

◆ 昭島市と岩泉町との地球環境保
全のための連携事業 … 154万円
　 岩手県岩泉町と市民レベルの交
流を推進するため、被災地訪問
や「岩泉・昭島友情の森」での環
境保全活動などを行います。

基盤を築く あきしま 〈快適な都市空間の整備〉
◆ 東中神駅自由通路等整備
………………… 31億5437万円
　 東中神駅自由通路などの整備に
向けて、工事及び物件補償など
を行います。

◆ 都市計画道路３・４・１号整備
………………… ４億5832万円
　 都市計画道路３・４・１号（昭島

中央線／清泉中南側）の用地取
得、整備工事を行います。

◆  都市計画道路３・４・２号整備
………………… １億1600万円

　 拝島駅南口駅前広場を含む都市
計画道路３・４・２号（江戸街道
線）の築造工事を行います。

◆ 多摩川堤防上ポケットパーク改
修工事………………… 800万円
　 拝島橋下流の新堤防完成に伴い、 
隣接する多摩川堤防上のポケッ
トパークを改修します。

※
金
額
は
、
予
算
額（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）で
す
。

その他 〈計画の実現のために〉
◆ 地方公会計制度対応システム導
入事業 ………………… 894万円

　 新しい地方公会計制度に対応す
るため、システムの導入・改修
を行います。

◆ 公共施設等総合管理計画策定事
業……………………… 806万円

　 市が保有するすべての公共施設
の管理について、更新や統廃合
などの基本的な方針を定めた計
画を策定します。

◆ 動画制作・発信事業 … 200万円
　 昭島市の四季やイベントなどの
動画を作成し、市の魅力を市内
外に発信します。

躍動する あきしま 〈産業の活性化〉 
◆ ものづくり企業立地継続支援事
業 ……………………… 750万円
　 操業環境の改善（防音・防臭）の
ため、工場改修費の一部を補助
します。

◆ まちのにぎわい再創出事業
………………………… 500万円
　 市内商店街の空き店舗を利用し

て新たに出店を希望する方に対
し、出店費用の一部を補助しま
す。

◆ 産業振興計画策定事業
………………………… 324万円
　 将来にわたる産業活力を高める
ため、産業振興計画を改定しま
す。

◆ 創業支援事業 ………… 249万円
　 創業希望者を支援するため、相
談窓口を設置するほか、セミ
ナーを開催します。

拝島駅▶
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市
民
の
皆
さ
ん
の
余
暇
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、下
の
表
の
観
光
協
会
な
ど

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

宿
泊
費
の
10
％
割
引
な
ど
の
特
典
が

受
け
ら
れ
ま
す
。下
の
表
の
予
約
先
に
直

接
予
約
の
う
え
、宿
泊
時
に
住
所
を
確
認

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証

な
ど
）を
施
設
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

施
設
に
よ
り
特
典
が
異
な
り
ま
す
。リ
ー

フ
レ
ッ
ト（
市
役
所
暮
ら
し
の
安
全
係
に

あ
り
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
暮
ら
し
の
安
全
係
へ
。

市
の
契
約
保
養
施
設
の
利
用
を

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
な
ど
へ

の
宿
泊
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

　
実
際
に
訪
れ
た
り
、
特
産
品
を
購

入
し
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
を

支
援
し
ま
せ
ん
か
。

岩
手
県
・
宮
城
県
な
ど
へ
の
宿
泊
費
を
一
部
助
成

名　　称 利用できる施設
四万温泉協会（群馬県）
☎0279-64-2321

旅館、ホテル、民宿
など（35施設）

予
約
は
、
各
協
会
・
組
合
へ
。

水上温泉旅館協同組合
（群馬県）☎0278-72-2611

旅館、ホテル、民宿
など（22施設）

岩井民宿組合（千葉県）
☎0470-57-2088

民宿（36施設）

のりくら観光協会（長野県）
☎0263-93-2147

旅館、ホテル、民宿、 
ペンション（21施設）

山梨市観光協会三富支部
（山梨県）
☎0553-39-2580
（道の駅みとみ観光案内係）

旅館、民宿（５施設）

土肥温泉民宿組合（静岡県）民宿（26施設） 予
約
は
、
各
施
設
へ
。

河津町観光協会
（静岡県）

旅館、ホテル、民宿、 
ペンション（14施設）

蓼科白樺高原観光協会
（長野県）

旅館、ホテル、民宿、 
ペンション（25施設）

池の平ホテル＆リゾーツ
（長野県）

ホテル（１施設）

津南町観光協会
（新潟県）

旅館、ホテル、ロッジ、 
コテージ（７施設）

奥多摩観光協会
（東京都）

旅館、民宿、
体験型宿泊施設
　（５施設）

羽村市自然休暇村
（山梨県）

少年自然の家、別荘
など（２施設）

◇
対
象
地
域

＊
岩
手
県

＊
宮
城
県

＊
茨
城
県
北
茨
城
市

＊
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町

◇
助
成
額（
年
２
泊
ま
で
）

＊
中
学
生
以
上
＝
１
泊
３
０
０
０
円

（
奥
多
摩
町
は
２
０
０
０
円
）

＊
３
歳
〜
小
学
生
＝
１
泊
１
５
０
０

円
※
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
申
し
込
み　
次
の
指
定
業
者
へ

＊
大
洋
観
光
サ
ー
ビ
ス（
玉
川
町
１

丁
目
）☎
545
１
３
１
１

＊
新
中
央
ト
ラ
ベ
ル（
つ
つ
じ
が
丘

３
丁
目
）☎
542
４
０
８
０

＊
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
田
中
町
２
丁
目
）☎

541
８
７
３
１

☆
詳
し
く
は
、
暮
ら
し

の
安
全
係
へ
。

◀
岩
手
県
岩
泉
町
の
郷
土
芸
能 

中
野
七
頭
舞

あきしま環境緑
りょく

花
か

フェスティバル
美しい水と緑を将来の世代に
～つながりを意識して持続可能な社会を目指

す～

◇期日　４月24日（日） 〈雨天実施〉
◇時間　午前10時～午後３時
◇場所　市役所
◇主催　昭島市
◇運営　 あきしま環境緑花フェス

ティバル実行委員会
☆詳しくは、環境課へ。

　防災行政無線のチャイムは、 
４月１日から午後５時になります。
 〈広報係〉

チャイムがなったら
さあ帰ろう

　春めいた暖かな日に、事務室の窓ガラスに蜉
かげ

蝣
ろう

の亜成
虫が止まっていた。もうすぐ脱皮して成虫になるのであ
ろう。また、少し前には枝から枝へと飛び回るメジロを
目にした。季節は確実に進んでおり、この号がお手元に
届く頃には桜も開花し、心から春を実感できるであろう。
　４月は、入園・入学・入社などで新たな生活をスター
トさせる方が多くなる時期である。退職されて次の人生
へ歩み出す方も多い。生活スタイルが大きく変わるとき
であり、自分を大きく変えるチャンスでもある。今まで
の殻を破り、新たなことにチャレンジする絶好の機会と
なる。
　暖かな陽気に背中を押され、重い冬のコートを脱ぎ、
まずは春色に彩られた昭島の街に繰り出してみてはいか
がだろうか。

市 長 随 想 　　ー ４月を迎えて ー

昭島市長

　「広報あきしま」平成27年４月１
日号で「義援金の受け付け期間を
平成28年３月31日まで延長」とお
知らせしましたが、日本赤十字社
の受け付け期間が延長されたこと
に伴い、昭島市でも29年３月31日
まで延長します。
☆詳しくは、福祉推進係へ。

東日本大震災義援金の
受け付け期間を延長

※ 次の催しは、いずれも午前10時～午後３時に行います。
展
示
・
販
売

＊植木、花、市内産の野菜･卵などの販売
＊ 山野草・盆栽の展示・販売
＊ 市民による緑に関する手作り品の展示・販売
＊岩手県岩泉町の特産品の販売
＊奥多摩町の特産品の販売

ブ
ー
ス
展
示

＊環境グループ（活動発表）
＊小学校（環境学習紹介）
＊市内事業所（環境対策）
＊東京都農林水産振興財団（東京の緑の紹介）
＊昭島市（環境部、水道部など）
＊府中市・日野市

各
種
教
室

＊ 環境工作教室（板材を使ったアートなど）
＊ 押し花教室（絵はがき、しおり、額など）
＊ 折り紙教室（サル、かぶとなど）

相
談
＊ 園芸なんでも相談
＊ 昭島市造園業協同組合による造園相談、緑化に関する
見本の展示

そ
の
他

＊工学院大学によるソーラーカーの展示
＊ リサイクル品の無料提供（抽選）
＊ 携帯電話・ゲーム機などの小型家電をキッチンペー
パーと交換
＊ご当地キャラクターとのふれあい
＊ ママRingによる歌と演奏
＊市民図書館による本のリサイクル展
＊飲食コーナー

※ 緑と環境をテーマに開催するイベントです。会場には、な
るべく徒歩・自転車・バスなどでお越しください。

※ 開催に伴い、４月23日（土）・24日（日）は、市役所東側にあ
る上ノ台公園の使用ができません。

午前10時から

◎ 鉢花の配布＝マリーゴールド、ラ
ベンダーなど1000鉢（先着順）／１
鉢200円

◎ 腐葉土入りの土の配布＝300袋（先
着順）／１袋100円

午前10時30分
から

◎ 環境講演会「生物多様性について」
＝市役所市民ホールで／申込不要

午前11時から ◎ カブトムシ（幼虫）の配布＝400箱（先着順）／無料／お子さんを対象

午後１時から
◎ 苗木の配布＝ブルーベリー、シャ
クナゲ、キンカンなど400本（先着
順）／１本100円

【第１回】
午後１時～
１時45分

◎ グリーンカーテン講習会
◇定員　各25人（申込順）
◇参加費　無料
◇ 申し込み　４月１日から水と緑の
係へ
※ 花の種と苗のプレゼントあり

【第２回】
午後２時～
２時45分

　
市
民
ま
た
は
市
内
の
団
体
が
、市

内
に
生
息
し
特
定
の
飼
い
主
が
い

な
い
猫
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
施

す
場
合
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◇
補
助
額　
１
匹
に
つ
き
５
０
０
０

円
を
限
度

※
近
隣
住
民（
１
人
）か
ら
、飼
い
主

の
い
な
い
猫
で
あ
る
と
い
う
確

認
を
と
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
予
算
額
が
上
限
額
に
達
し
た
場

合
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
環
境
保
全
係
へ
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊･
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
を
補
助

　
壊
れ
て
し
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
き
し

ま
お
も
ち
ゃ
病
院
」の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
修
理
し
ま
す（
無
料
）。

◇
日
時　

第
２
日
曜
日（
１
月
・
８

月
を
除
く
）の
午
前
10
時
〜
正
午

※
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す（
先
着

順
）。

◇
場
所　

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

☆
詳
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
係（
環

境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
）☎
546
５
３
０
０

へ
。

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
し
ま
せ
ん
か

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
ご
協
力
を

　

自
治
会
な
ど
市
民
団
体
の
協
力

で
、多
摩
川
河
川
敷
を
清
掃
し
ま
す
。

個
人
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、直
接

集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

４
月
10
日（
日
）の
午
前

８
時
30
分
〜
10
時（
雨
天
の
場
合

は
17
日
）

◇
清
掃
範
囲
と
集
合
場
所

＊
東
部（
立
川
市
境
〜
八
高
線
下
）

＝
市
民
プ
ー
ル
南
側

＊
中
部（
八
高
線
下
〜
拝
島
橋
）＝

大
神
公
園

＊
西
部（
拝
島
橋
〜
啓
明
学
園
南
側
）

＝
啓
明
学
園
南
側
堰せ

き
付
近

※
ご
み
の
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
管
理

課
管
理
係
へ
。
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４
月
６
日
～
15
日　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

�
～ 

や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
街 

こ
の
道
路 

～

　
市
の
施
策
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
特
定
の
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
会
や
審
議

会
に
、
市
民
委
員
を
選
任
し
て
い
ま

す
。

　
次
の
委
員
会
・
審
議
会
の
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
他

の
委
員
会
・
審
議
会
な
ど
の
委
員
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

第
五
次
総
合
基
本
計
画
検
証
委

員
会

　
第
五
次
総
合
基
本
計
画
と
は
、
昭

島
市
を
総
合
的
・
計
画
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
示
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検
証
を
行
う

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方

◇
募
集
人
数　
２
人（
多
数
選
考
）

◇
任
期　

５
月
〜
平
成
29
年
３
月

（
予
定
）

◇
応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
程
度

に
ま
と
め
、住
所・氏
名・年
齢・性

別･

電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
18

日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１

市
役
所
企
画
政
策
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
係
へ
。

総
合
戦
略
推
進
委
員
会

　
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
そ
の
構
造
的
課
題
の
克
服
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
昭

島
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合

的
な
点
検
・
評
価
を
行
う
市
民
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方

◇
募
集
人
数　
２
人（
多
数
選
考
）

◇
任
期　
５
月
〜
30
年
３
月（
予
定
）

◇
応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
程
度

に
ま
と
め
、住
所・氏
名・年
齢・性

別･

電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
18

日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１

市
役
所
企
画
政
策
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
係
へ
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
検
討
委
員
会

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
進
行
に
伴

い
、
財
政
負
担
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設

の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど

適
正
な
維
持
・
管
理
を
図
る
た
め
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

委
員
会
・
審
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集

今
後
の
募
集
予
定

　

今
号
に
掲
載
し
た
も
の
以
外
で
、

平
成
28
年
度
に
募
集
予
定
の
あ
る
市

民
委
員
は
、下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、「
広
報
あ
き
し
ま
」な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼平成28年度に市民委員の募集を予定している委員会など
名　　称 人数 任　　期 募集時期 担　当

産業振興計画策定委員
会 ３人 ５月～平成29

年３月 ５月 産業振興係
保健福祉センター運営
協議会 ４人 ８月から２年 ７月頃 健康係
介護保険推進協議会 ４人 10月から３年 ７月頃 介護保険係
社会教育委員 ２人 10月から２年 ７月頃 社会教育係
公民館運営審議会 ２人 10月から２年 ７月頃 公民館事業

係
情報公開・個人情報保
護運営審議会 ３人 10月から２年 ８月 法務担当

に
向
け
て
検
討
す
る
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

◇
対
象　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方

◇
募
集
人
数　
２
人（
多
数
選
考
）

◇
任
期　
５
月
〜
29
年
３
月（
予
定
）

◇
応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
程
度

に
ま
と
め
、住
所・氏
名・年
齢・性

別･

電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
18

日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１

市
役
所
企
画
政
策
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
係
へ
。

都
市
計
画
審
議
会

　
土
地
利
用
や
都
市
施
設
な
ど
、
都

市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
す
る
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方

◇
募
集
人
数　
２
人（
多
数
選
考
）

◇
任
期　
６
月
１
日
〜
30
年
５
月
31

日
◇
応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
以
内

に
ま
と
め
、住
所・氏
名・年
齢・性

別･

電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
25

日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１

市
役
所
都
市
計
画
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
係
へ
。

　
４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）に

全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

☆
詳
し
く
は
、
交
通
安
全
係
へ
。

【
期
間
中
の
昭
島
市
の
重
点
項
目
】

＊
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う

＊
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ

う

＊
車
に
乗
る
と
き
は
、す
べ
て
の

座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う

＊
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う

＊
二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う

＊
自
動
車
の
運
転
中
、
携
帯
電
話

の
使
用
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う

高
齢
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）を
支
給

　旧中神村の鎮守熊野神社に伝承する獅
子舞で、悪霊退散・五穀豊穣を祈願する
神事芸能です。
　昭和62（1987）年に都無形民俗文化財に
指定されました。演目十二狂いがすべて
できるのは、都内では唯一といわれてい
ます。
　本宮の道中行列では、「宿

やど

」に指定され
ている中神自治会館（中神町２丁目）を出
発し、熊野神社まで歩きます。

【熊野神社春祈祷奉納まつり】
◎宵宮＝４月16日（土）
◇ 時間・場所　午後４時から福厳寺、中神 
日枝神社で
◎本宮＝４月17日（日）
◇時間・場所
＊ 道中行列＝午前９時30分に中神自治会
館を出発し、熊野神社まで

＊ 奉納獅子舞＝午前11時から熊野神社で
☆詳しくは、文化財担当へ。

東京都指定無形民俗文化財

中神の獅子舞

　自宅に閉じこもりがちであったり、近所との交流
が少なかったりするひとり暮らしの高齢者の方、高
齢者のみの世帯の方を対象とした電話相談です。
　安否確認や孤独感の解消のため、相談員が週１回
程度、電話をします。相談内容に応じて、適切な福
祉サービスの紹介なども行います。
　不安や悩みを抱え込まずに、まず話して
みませんか。
☆申し込みは、高齢サービス係へ。

高齢者電話相談

自転車安全利用五則を
� 守りましょう

＊�自転車は車道通行が原則、歩
道通行は例外です
＊�車道では左側を通行しましょ
う
＊�歩道を通行するときは、歩行
者優先で、車道寄りを徐行し
ましょう
＊�安全ルールを守りましょう
　 飲酒運転、二人乗り、並んでの
走行は禁止されています。夜 
間はライトを点灯しましょう。 
交差点では信号を守 
り、一時停止、安全
確認をしましょう
＊�子どもは、ヘルメットを着用
しましょう

　
年
金
受
給
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

支
給
し
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

平
成
27
年
１
月
1
日
現
在
で
住
民
登

録
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

申
請
書
な
ど
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。送
付
す
る
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、

決
ま
り
次
第
、「
広
報
あ
き
し
ま
」及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
対
象　
27
年
度
分
個
人
住
民
税（
均

等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、28
年
度
に
65
歳
以
上
で
あ
る
方

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
な

ど
を
除
き
ま
す
。

◇
給
付
額　
１
人
に
つ
き
３
万
円

　
昭
島
市
に
避
難
し
て
い
て
、
高
齢

者
向
け
給
付
金
の
対
象
で
あ
る
方
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

昭
島
市
で
申
請
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
申
し
出
が
必
要
で
す
の
で
、
臨
時

福
祉
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
549

１
７
８
０
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
27
年
１
月
１
日
現
在
で
昭
島
市
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い

＊
27
年
１
月
２
日
以
降
に
住
民
基
本

台
帳
の
閲
覧
制
限
な
ど
の
支
援
措

置
対
象
と
な
っ
て
い
る

☆
詳
し
く
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
549
１
７
８
０
へ
。

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
支
給
に
伴
う
詐
欺
に
注
意

こ
の
よ
う
な
手
口
に
注
意

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
昭

島
市
に
避
難
し
て
い
る
方
へ

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
、
市
や

厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
物
が
届
い
た
り
し
た

ら
、臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
549
１
７
８
０
、
ま
た

は
、昭
島
警
察
署
☎
546
０
１
１
０

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な

ど
が
、給
付
金
を
支
給
す
る
た
め

に
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

依
頼
し
た
り
、銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を

依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
の
方
に
、

世
帯
構
成
や
銀
行
の
口
座
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
詳
し
く
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
549

１
７
８
０
へ
。

給
付
金
の
支
給
に
は

手
数
料
が
必
要
で
す
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学
校
で
の
対
応
や
付
き
添
い
を
行
う
看
護
師
を
募
集

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
利
用
資
格

認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
、
個

人
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
日
の
当
日
、
午
後
３
時
か
ら

（
教
室
参
加
者
、認
定
証
所
有
者
は
午

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
施
設
の
個
人
開

放
も
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
日
は
第
１
・
第
３
月

曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）で
す
。

☆
詳
し
く
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
☎
544
４
１
５
１
へ
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
開
放
デ
ー

後
２
時
30
分
か
ら
）受
け
付
け
ま
す
。

◇
日
時　
第
１
・
第
３
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜
６
時

◇
場
所　
第
二
体
育
室

◇
対
象　
小
学
生
以
上
の
方

◇
定
員　
20
人（
先
着
順
）

◇
費
用　
一
般
＝
500
円
、小･

中
学
生

＝
350
円（
い
ず
れ
も
保
険
料
含
む
）

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
利
用
資
格
認

定
試
験

　
認
定
さ
れ
る
と
、
開
放
デ
ー
以
外

に
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　
第
１
・
第
３
土
曜
日
の
午

後
５
時
〜
６
時

※
午
後
３
時
〜
５
時
に
練
習
が
可
能

で
す
。

◇
場
所　
第
二
体
育
室

◇
対
象　

15
歳
以
上（
中
学
生
を
除

く
）で
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
経
験
が
１

年
以
上
の
方

◇
定
員　
毎
回
１
人（
申
込
順
）

◇
費
用　
１
回
500
円（
保
険
料
含
む
）

◇
認
定
の
条
件　
ビ
レ
ー
及
び
リ
ー

ド
が
完
全
で
あ
る
こ
と

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
操

　

左
の
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
初
め
て
の
方
は
ト
レ
ー

ナ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

15
歳
以
上
の
方（
中
学
生

を
除
く
）

体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
相
談

　
目
的
に
応
じ
た
安
全
で
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
、
指

導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
月
２
回
／
１
人
45
分
以

内
）

◇
場
所　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

◇
対
象　

15
歳
以
上
の
方（
中
学
生

を
除
く
）

◇
講
師

＊
榎
本 

至
さ
ん（
鎌
倉
女
子
大
学
講

師
）

＊
鈴
木
哲
郎
さ
ん（
東
洋
大
学
教
授
）

◇
費
用　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
に
含
む（
２
時
間
以
内
290
円
）

※
日
程
・
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

初
心
者
水
泳
・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
水
深
1.2
〜
1.4
ｍ
の
屋
内
温
水
プ
ー

ル
で
左
の
表
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
利
用
日
の
当
日
、
プ
ー
ル
で
受

け
付
け
ま
す
。

◇
対
象　

18
歳
以
上
の
方（
高
校
生

を
除
く
）

◇
費
用　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
使
用
料

に
含
む（
２
時
間
以
内
290
円
）

◇
持
ち
物　
水
着
、
水
泳
帽
子
、
タ

オ
ル
な
ど（
ゴ
ー
グ
ル
の
使
用
可
）

個
人
開
放
デ
ー

　
左
の
表
の
と
お
り
、
個
人
利
用
が

で
き
ま
す
。

　
利
用
日
の
当
日
、
各
時
間
帯
の
30

分
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す（
先
着
順
）。

◇
日
時　
第
１
・
第
３
土
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
９
時（
３
時
間
単

位
）

※
保
護
者
同
伴
で
な
い
場
合
の
利
用

は
、
小
学
生
が
午
後
６
時
ま
で
、

中
学
生
が
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

◇
場
所　
第
一
・
第
二
体
育
室

◇
費
用　

一
般
＝
300
円
、
小･

中
学

生
＝
150
円

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◇
定
員　

50
人（
健
美
ヨ
ー
ガ
、ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
、コ
ア
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
40
人
／
い
ず
れ
も
申
込
順
）

◇
費
用　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
に
含
む（
２
時
間
以
内
290
円
）

◇
申
し
込
み

＊
午
前
の
部
＝
当
日
の
午
前
９
時
か

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

＊
そ
れ
以
外
＝
申
し
込
み
不
要

※
休
館
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

中
学
生
海
外
交
流
の
派
遣
生
を
募
集

　

下
校
時
を
狙
っ
た
犯
罪
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、防
災
行
政

無
線
で
呼
び
か
け
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
と
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
放
送
日
時（
原
則
）

＊
４
月
７
日（
木
）〜
18
日（
月
）=

小
学
１
年
生
の
下
校
に
合
わ
せ
、

午
後
０
時
５
分

＊
４
月
19
日（
火
）以
降=

午
後
２

時
30
分

※
土･
日
曜
日
、
祝
日
、
夏
休
み
な

ど
長
期
の
学
校
休
業
期
間
を
除

き
ま
す
。

◇
内
容　
「
こ
ち
ら
は
昭
島
市
役
所

で
す
。小
学
生
が
下
校
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
見
守

り
を
お
願
い
し
ま
す
。小
学
生
の

皆
さ
ん
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。」

☆
詳
し
く
は
、
学
務
係
へ
。

小
学
生
の
下
校
時
に
見
守
り
放
送
を
実
施

◇
申
し
込
み　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
教
室
担
当
☎
544
４
１
５
１

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ

▼総合スポーツセンター個人利用
時　　間 種　　目 場　所

午前９時～正午

バスケットボール
（半面）、
バドミントン（３面）

第　一
体育室

卓球（４台／※１） 第　二
体育室

正午～午後３時
卓球（４台）､
バドミントン（５面）

第　一
体育室午後３時～６時

午後６時～９時
※１　第１土曜日はワンポイントレッスンあり

▼ワンポイントアドバイス日程
種　目 日　　時

初心者水泳

木曜日、及び、第２・第４月曜日
＊ 泳げるようになりたい方＝
午後１時５分～１時50分

＊ 上達したい方＝午後２時５
分～２時50分

水中ウォー
キング

第２・第４・第５月曜日の午前
11時～ 11時30分
※定員は各15人です。

※ いずれも祝日、年末年始及び夏休み期間
（７月20日～８月31日）を除きます。

　
外
国
の
文
化
・
歴
史
・
言
語
な
ど

を
直
接
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、将
来
国

際
的
視
野
に
立
っ
て
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、中
学
生
を

海
外
に
派
遣
し
ま
す
。

　
募
集
要
領
・
申
込
書
は
教
育
委
員

会
庶
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◇
期
間　

７
月
26
日（
火
）〜
８
月

３
日（
水
）の
８
泊
９
日（
予
定
）

◇
対
象　

市
内
在
住
で
市
外
の
中

学
校
に
通
う
中
学
２
〜
３
年
生

※
市
内
中
学
校
の
在
校
生
の
募
集

は
、
各
学
校
で
行
い
ま
す
。

◇
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、語
学
研

修
、
授
業
参
加
な
ど

◇
派
遣
先　

パ
ー
ス
・
モ
ダ
ン
・

ス
ク
ー
ル（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
パ
ー
ス
）

◇
募
集
人
数　
若
干
名（
多
数
選
考
）

◇
参
加
費　
９
万
円

◇
応
募　

必
要
書
類
を
４
月
22
日

（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１

市
役
所
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ

◇
選
考　

＊
１
次
＝
書
類
審
査

＊
２
次
＝
面
接（
１
次
通
過
者
の
み
）

☆
詳
し
く
は
、教
育
委
員
会
庶
務
課

へ
。

　
小
・
中
学
校
の
移
動
教
室
・
修
学

旅
行
の
際
に
、
養
護
教
諭
に
代
わ

り
、学
校
で
の
対
応
ま
た
は
付
き
添

い
を
す
る
看
護
師（
有
資
格
者
）を

募
集
し
ま
す
。

◇
実
施
予
定

＊
小
学
校
移
動
教
室（
１
泊
２
日
ま

た
は
２
泊
３
日
）＝
５
月
〜
７
月
、

９
月
〜
10
月

＊
中
学
校
修
学
旅
行
・
移
動
教
室

（
２
泊
３
日
）＝
５
月
〜
７
月
、９

月
、
１
月
〜
２
月

☆
詳
し
く
は
、教
育
委
員
会
指
導
係

へ
。

　市では、健康づくりやス
ポーツ・運動のきっかけづ
くりとして、市民参加型の
スポーツイベントである
チャレンジデーに、平成24
年度から参加しています。
◎チャレンジデーとは
　毎年５月の最終水曜日
（今年は５月25日）に全国で
実施されている市民参加の
スポーツイベントです。
　人口規模がほぼ同じ自治
体同士で、午前０時～午後
９時に15分間以上継続して

運動やスポーツをした住民
の割合を競い合います。
＊　　＊　　＊　　＊

　皆さんの参加をお待ちし
ています。参加方法などは、
「広報あきしま」や市ホーム
ページなどでお知らせしま
す。
☆詳しくは、スポーツ振興
係（総合スポーツセンター
内）☎544-
4152へ。

５月25日（水）は
昭島チャレンジデー 2016
～対戦相手が大阪府柏

か し

原
わ ら

市に決定～

▼フィットネス体操日程 〔場所：トレーニングルーム〕
午　前

午前10：30～11：15
午　後

午後２：30～３：15
夜　間（※１）

午後７：30～８：15
月 健美ヨーガ フィットネス体操 ベーシックステップ
火 フィットネス体操 フィットネスJOG フィットネス体操
水 ベーシックステップ フィットネス体操 フィットネスJOG
木 フィットネスJOG 健美ヨーガ ヒップホップ
金 フィットネス体操 フィットネス体操 健美ヨーガ
土 フィットネスJOG 健美ヨーガ ※２
日 フィットネス体操 コアトレーニング ベーシックステップ
※１ 日曜日の夜間は、午後６：00～６：45です。
※２  第１・第３土曜日の夜間はフィットネス体操、第２・第４・

第５土曜日の夜間はマーシャルアーツを行います。
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町
）、
早
川
和
明（
宮
沢
町
）、
馬
瀬

尚
彦（
つ
つ
じ
が
丘
）、玉
川
江
津
子

（
宮
沢
町
）、平
方
直
裕（
つ
つ
じ
が

丘
）、
鈴
木
藤
雄（
つ
つ
じ
が
丘
）、

伊
藤 

太（
上
川
原
町
）、石
塚 

環

（
昭
和
町
）、小
林
ひ
ろ
み（
宮
沢

町
）、酒
井
真
由
美（
昭
和
町
）、加
島

陽
子（
宮
沢
町
）、井
上
は
る
み（
上

川
原
町
）、渡
辺 

恵（
中
神
町
）、寺
本

徹（
拝
島
町
）

☆
詳
し
く
は
、
青
少
年
係
へ
。

青
少
年
の
善
行
を
表
彰

青
少
年
健
全
育
成
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

◎
昭
島
市
青
少
年
善
行
表
彰

　
善
い
行
い
を
し
た
青
少
年
を
励

ま
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推

進
す
る
た
め
、
次
の
方
を
表
彰
し

ま
し
た
。 

〈
敬
称
略
〉

【
青
少
年
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
】

川
﨑
奨
真（
宮
沢
町
）、松
田
凜
香

（
松
原
町
）、金
内
一
晟（
田
中
町
）、

瀬
沼
未
来（
中
神
町
）、
細
谷 

茂

（
横
浜
市
）、尾
形
明
星（
玉
川
町
）、

中
嶌
玲
穏（
福
島
町
）、
森
谷
蒼
生

（
武
蔵
野
）、薄
井
俊
希（
あ
き
る
野

市
）、田
中
克
依（
武
蔵
野
）、拝
島
中

生
徒
会

◎
昭
島
市
青
少
年
健
全
育
成
協
力

者
　
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
さ
れ
た
た
め
、
次
の

方
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

 

〈
敬
称
略
〉

久
根
口
春
夫（
郷
地
町
）、永
井
孝
幸

（
郷
地
町
）、関
口
悟
朗（
郷
地
町
）、

佐
藤 

寛（
拝
島
町
）、久
下
さ
か
え

（
昭
和
町
）、井
上
眞
一（
郷
地
町
）、

西
村
道
夫（
東
町
）、
黒
﨑
治
雄

（
つ
つ
じ
が
丘
）、
阿
部 

浩（
宮
沢

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市

が
政
策
な
ど
を
決
め
る
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
す
る
も
の

で
す
。

　
（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
あ
た
り
、
建
物
の
仕
様
な

ど
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◎
基
本
設
計（
案
）・
実
施
要
領
を
ご

覧
に
な
る
に
は

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
教
育
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
室
・
企
画
政

策
課
・
子
ど
も
子
育
て
支
援
課
・
子

ど
も
育
成
課
・
指
導
課
・
社
会
教
育

課
・
総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
東
部

出
張
所
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
松

原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
勤

労
商
工
市
民
セ
ン
タ
ー
、
あ
い
ぽ
っ

く
、各
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、環
境

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

水
道
部
、
各
市
立
会
館（
休
館
中
の

施
設
を
除
く
）、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、市
民
図
書
館
、Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

ホ
ー
ル（
市
民
会
館
）・
公
民
館
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
140
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ

（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
基
本
設
計

（
案
）に
関
す
る
意
見
を
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

イ
ズ
の
冊
子
が
入
る
も
の
／
住
所
・

氏
名
を
記
入
）を
同
封
し
、
〒
196-

８
５
１
１　
市
役
所
教
育
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
建
設
室
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
意
見
・
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

５
月
２
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
室
へ

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
様
式
な

ど
詳
し
く
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
教
育
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
建
設
担
当
へ
。

　つつじが丘北小とつつ
じが丘南小の統合に伴い
開校するつつじが丘小の
校庭に、つつじが丘学童クラブ（定員120人）
を開設します。
　また、４月１日開園のあきみ保育園（上川
原町１丁目）の建物内に、第二昭和学童クラ
ブ（定員30人）を移転します。
☆詳しくは、学童クラブ係へ。

つつじが丘学童クラブ、第二昭和 
学童クラブを４月１日に開設

く

ら

し

審
議
会
・

�

委
員
会

●
今
月
の
水
道
修
理
当
番
店（
宅
地

内
の
漏
水
／
有
料
）　

左
の
表
の
と

お
り
で
す
。　
〈
水
道
部
業
務
課
☎

543
６
１
１
１
〉

▼今月の水道修理当番店
当番店 電話番号

４月１日
～３日 奥山設備 543-5491

４月４日
～ 10日 原島組 546-5659

４月11日
～ 17日

中村工業
所 541-0161

４月18日
～ 24日

榎本工務
店 541-0329

４月25日
～ 30日

石川工業
所 541-1129

▼空間放射線量測定結果（７地点）
ブ
ロ
ッ
ク

測定地点 測定日 100㎝ ５㎝
光華小〈定点測定〉2/23 0.039 0.040

１ 拝島天神社児童遊園 2/23 0.070 0.072
２上ノ原保育園分園 2/23 0.069 0.077
３富士見児童遊園 2/23 0.048 0.047
４ 田中町一丁目児童遊園 2/23 0.065 0.065
５上ノ原保育園 2/23 0.046 0.053
６ 東町一丁目児童遊園 2/23 0.052 0.052
※ 距離は地上からの高さ、単位はマイ
クロシーベルト／時間です。

●
農
産
物
即
売
会　
い
ず
れ
も
な
く

な
り
次
第
終
了
／
雨
天
実
施　

日

時
・
場
所
▽
４
月
２
日（
土
）・
16

日（
土
）の
午
後
２
時
か
ら
＝
東
中
神

駅
前
交
番
隣　
▽
４
月
９
日（
土
）・

23
日（
土
）の
午
後
２
時
か
ら
＝
昭
島

駅
南
口
商
店
会
館
前　
▽
日
曜
日
の

午
前
８
時
45
分
頃
か
ら
＝
田
中
団
地

第
２
集
会
所
前
広
場　
▽
水
曜
日
の

午
後
３
時
45
分
頃
か
ら
＝
田
中
団
地

第
２
集
会
所
前
広
場　
▽
月
〜
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
＝
農
産
物
直

売
所「
み
ど
り
っ
子
」　

〈
都
市
農
業
担
当
〉

●
教
育
委
員
会
定
例
会　

日
時
４

月
21
日（
木
）の
午
後
２
時
30
分
か
ら　

場
所
市
役
所
３
階
庁
議
室　
傍
聴
直

接
会
場
へ　
〈
教
育
委

員
会
庶
務
課
〉

●（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
に
関
す
る
説
明
会
及
び

地
区
計
画
原
案
の
縦
覧　
（
仮
称
）教

育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
基

本
設
計（
案
）の
概
要
と
、
つ
つ
じ
が

丘
地
区
地
区
計
画
原
案
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。ま
た
、地
区
計
画
関
係
図

書
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　
説
明

会
４
月
12
日（
火
）の
午
後
７
時
か
ら

旧
つ
つ
じ
が
丘
南
小
で（
申
込
不
要
）　

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。　
縦
覧
４
月
14
日
〜
28
日（
土・

日
曜
日
を
除
く
）に
市
役
所
都
市
計

画
係
で　

意
見
書
の
提
出
５
月
６

日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１　

市
役
所
都
市
計
画
係
へ　
〈
教
育
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
担
当
、
都
市

計
画
係
〉

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
課
税

明
細
書
の
送
付
及
び
関
係
帳
簿
な
ど

の
縦
覧
・
閲
覧　
課
税
明
細
書
を
４

月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。ま
た
、次
の

と
お
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　
対

象
・
期
間
▽
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
＝
固
定
資
産
税
の
納

税
者
を
対
象
に
４
月
１
日
〜
５
月
31

日（
無
料
）　
▽
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧
＝
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
を
対
象
に
４
月
１
日
〜
平
成
29
年

３
月
31
日（
５
月
31
日
ま
で
は
無
料

／
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
有
料
）　
※

い
ず
れ
も
土・日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く　
場
所
市
役
所
課
税
課　

持
ち
物
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）　
※
借
地・

借
家
人
は
契
約
書
な
ど
も　
〈
土
地・

家
屋
資
産
税
係
〉

●
放
射
性
物
質
な
ど
の
測
定
結
果

詳
し
く
は
、
各
担
当
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
空
間
放
射
線
量
＝
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
毎
月
場
所
を
替
え
て
測
定
し
ま

す
。
２
月
の
結
果
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。　
〈
環
境
保
全
係
〉

◎
上
水
道
の
放
射
性
物
質
＝
２
月
８

日
採
水
分
は
、ヨ
ウ
素
131・セ
シ
ウ
ム

134
・
セ
シ
ウ
ム
137
の
い
ず
れ
も
検
出

限
界
値
を
下
回
り
、不
検
出
で
し
た
。　

〈
水
道
部
浄
水
係
☎
543
６
１
１
１
〉

●
生
産
緑
地
追
加
指
定
の
申
請
を
受

け
付
け　

申
請
申
請
用
紙（
市
役
所

都
市
計
画
係
に
あ
り
）に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
４
月
１
日
〜
８
月
31
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）に
都

市
計
画
係
で

市税などの納付はお済みですか
　４月は平成27年度課税分の徴収強化月間
です。市税などの納め忘れに注意してくださ
い。
◎納税の休日窓口を開設
◇日時　４月17日（日）の午前９時～午後４時
◇場所　市役所納税課
◇ 取り扱う税金　市・都民税、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税

◎納税は便利な口座振替で
　市税等収納取扱金融機関または市役所納税
課で、振替を希望する納期限の45日前までに
手続きしてください。
◎納税の猶予制度
　災害を受けた、事業を休廃止したなどの理
由で税の納付が一度にできない場合は、猶予
制度があります。
☆詳しくは、納税課へ。

　
10
月
７
日
〜
11
月
３
日
に
市
民

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
は
、

説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い（
要
申
込
／
個
人
参
加
は
後
日

募
集
）。

◇
日
時　
４
月
23
日（
土
）の
午
後

２
時
か
ら

◇
場
所　
公
民
館

☆
申
し
込
み
は
、４
月

15
日
ま
で
に
公
民
館

☎
544
１
４
０
７
へ
。

市
民
文
化
祭
参
加
団
体
の
説
明
会
を
開
催

　昭和56年５月31日以前に建築された２階
建て以下の木造住宅について、所有者が市
で認定した診断員に耐震診断を依頼する場
合、費用を補助します（３分の２以内の額／
５万円を限度）。
　更に、診断の結果、耐震性が基準値以下
と評価された場合、改修工事費用を補助し
ます（３分の１以内の額／ 30万円を限度）。
　なお、改修工事は、市内に事務所があり、
建築業の許可を受けた工事店で行ったもの
に限ります。
　診断・改修を行う前に相談してください。
☆詳しくは、住宅係へ。

木造住宅耐震診断・改修
に補助
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教室などの
申込方法 総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー・教
室
担
当

☎ 

544
４
１
５
１

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎ 

544
４
１
５
２

市
民
図
書
館

�

☎ 

543
１
５
２
３

文
化
と

�

ス
ポ
ー
ツ

 
 

☆申し込みは、☎546-1711へ。

事業
案内

※ チケットの販売は、午前９時～午後５時です。ただし、
発売初日に限り、電話での申し込みは午後２時からです。

【主催事業】ファミリーコンサート オーケストラであそ
ぼ！～明るく楽しくクラシック！～　７月９日（土）午後
２時開演／大ホール（全席指定）／ 2000円（保護者の膝上
で鑑賞する２歳以下のお子さんは無料）／
出演：東京ミュージックランド・オーケス
トラ、一村誠也（指揮）　【４月16日（土）発
売開始】

★　★　★　好評発売中　★　★　★
【主催事業】May J． 10th Anniversary 
Tour 2016　５月21日（土）午後６時開演
／大ホール（全席指定）／ 6000円／２歳以
下のお子さんの入場不可

●
４
月
は
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
強
調

月
間「
あ
い
さ
つ
は 
顔
見
て 

目
を

見
て 

心ハ
ー
ト
見
て
」　

人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
は
、

毎
日
交
わ
す
あ
い
さ
つ
で
す
。
市
で

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
特

に
４
月
・
７
月
・
11

月
を
あ
い
さ
つ
運
動

推
進
強
調
月
間
と
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も

●
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
展
を
開
催　

図
書
館
で
永
く
利
用
さ
れ
た
資
料
や

図
書
館
に
所
蔵
で
き
な
か
っ
た
寄
贈

資
料
な
ど
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

「
あ
き
し
ま
環
境
緑り

ょ
く

花か

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」で
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
展
を
実

施
し
ま
す
。　
日
時
４
月
24
日（
日
）

の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

場
所
市
役
所
２
階

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
前

●
新
し
い
本　
※（　
）内
は
出
版
社

〔
文
芸
〕

▼
異
郷
の
友
人　

上
田
岳
弘（
新
潮

社
）　

▼
お
せ
っ
か
い
屋
の
お
鈴
さ

ん　

堀
川
ア
サ
コ（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
）　

▼
く
せ
も
の
の
譜　

簑
輪 

諒（
学
研
プ
ラ
ス
）　

▼
声
の
お
仕

事　
川
端
裕
人（
文
藝
春
秋
）　
▼
子

ど
も
の
王
様　
殊
能
将
之（
講
談
社
）　

▼
シ
ェ
ア　
加
藤
秀
行（
文
藝
春
秋
）　

▼
自
分
の
ま
ま
で
暮
ら
す　

吉
沢

久
子（
あ
さ
出
版
）　
▼
絶
筆　
野
坂

昭
如（
新
潮
社
）　
▼
ど
う
ぶ
つ
た
ち

の
贈
り
物　

小
川
洋
子（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
）　

▼
忍
者
烈
伝　

稲
葉
博
一

（
講
談
社
）　
▼
や
が
て
海
へ
と
届
く　

彩
瀬
ま
る（
講
談
社
）

【
申
込
共
通
事
項
】

往
復
は
が
き
に
教

室
名（
１
通
に
つ

き
ひ
と
つ
）と
、住

所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・年
齢（
小・中
学
生
は
学
年
も
）・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
４

月
16
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒
196-

０
０
３
３
東
町
５-

13-

１　

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
室
担
当
へ　

※
ひ
と
つ
の
教
室
に
つ
き
１
人
１
通

の
み
／
返
信
面
に
も
住
所
・
氏
名
を

記
入

●
弓
道
教
室　
日
時
５
月
６
日
〜
７

月
８
日
の
金
曜
日
の
午
後
６
時
〜
９

時（
全
10
回
）　
場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー　

対
象
15
歳
以
上
の
方

（
中
学
生
を
除
く
）　

定
員
30
人（
初

め
て
の
方
優
先
／
多
数
抽
選
）　

参

加
費
１
回
１
０
０
０

円　

申
込
申
込
共

通
事
項
の
と
お
り

●
子
ど
も
水
泳
教
室　
初
心
者
向
け

の
教
室
で
す
。　
期
間
５
月
８
日
〜

６
月
５
日
の
日
曜
日（
全
５
回
）　
対

象
・
場
所
▽
小
学
１
〜
３
年
生
＝

午
後
１
時
10
分
〜
２
時
10
分　
▽
小

学
４
〜
６
年
生
＝
午
後
２
時
40
分
〜

３
時
40
分　
場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー　

定
員
各
15
人（
初
め
て
の

方
優
先
／
多
数
抽
選
）　

参
加
費
１
２
５
０
円　

申
込
申
込
共
通
事
項

の
と
お
り

●
は
じ
め
て
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

日
時
５
月
14
日・28
日
、
６
月
11
日・

25
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
／
全
４
回
）

の
午
前
10
時
〜
正
午　
場
所
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

対
象
15
歳
以

上
の
方（
中
学
生
を
除
く
）　
定
員
20

人（
初
め
て
の
方
優
先
／
多
数
抽
選
）　

〔
社
会
・
歴
史
・
教
育
〕

▼
ア
メ
リ
カ
人
が
伝
え
る
ヒ
ロ
シ

マ　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー

（
岩
波
書
店
）　
▼
英
国
人
記
者
が
見

た
世
界
に
比
類
な
き
日
本
文
化　
ヘ

ン
リ
ー
・
Ｓ
・
ス
ト
ー
ク
ス（
祥
伝

社
）　

▼
国
税
記
者
の
事
件
簿　

田

中
周
紀（
講
談
社
）　
▼
新
社
会
人
の

教
科
書　
日
本
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
協

会（
学
研
プ
ラ
ス
）　
▼
知
識
ゼ
ロ
か

ら
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
入
門　
稲
田
修

一（
幻
冬
舎
）　
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
ビ
ジ
ネ

ス
、
暮
ら
し
を
こ
う
変
え
る　
日
本

経
済
新
聞
社（
日
本
経
済
新
聞
出
版

社
）　

▼
東
京
都
三
多
摩
原
人　

久

住
昌
之（
朝
日
新
聞
出
版
）　
▼
な
ん

で
も
英
語
で
言
え
ち
ゃ
う
本　
青
木

ゆ
か（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）　
▼

も
っ
と
知
り
た
い
Ｐ
Ｍ
2.5
の
科
学　

畠
山
史
郎（
日
刊
工
業
新
聞
社
）　
▼

乱
世
の
名
将
治
世
の
名
臣　
中
村
彰

彦（
講
談
社
）

〔
健
康
・
趣
味
・
家
庭
〕

▼
行
こ
う
！
大
相
撲
観
戦　
服
部
祐

兒（
ナ
ツ
メ
社
）　
▼
贈
っ
て
喜
ば
れ

る
季
節
の
花
と
小
物
の
折
り
紙　
鈴

木
恵
美
子（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）　
▼
家

庭
で
で
き
る
お
い
し
い
柑
橘
づ
く
り

12
か
月　
三
輪
正
幸（
家
の
光
協
会
）　

▼
ガ
ー
デ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

松

田
行
弘（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）　
▼
今

日
が
人
生
最
後
の
日
だ
と
思
っ
て
生

き
な
さ
い　
小
澤
竹
俊（
ア
ス
コ
ム
）　

▼「
こ
れ
、
作
っ
て
！
」が
き
っ
と
見

つ
か
る
通
園
・
通
学
バ
ッ
グ
と
こ
も

の（
成
美
堂
出
版
）　
▼
初
心
者
の
ド

ラ
ム
基
礎
教
本　

枝
川
淳
一（
自
由

現
代
社
）　

▼
女
子
栄
養
大
学
栄
養

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
血
糖
値
を
下
げ
る
！　

弥
冨
秀
江（
技
術
評
論
社
）　
▼
小
さ

な
リ
ー
フ
ア
レ
ン
ジ
ア
の
本（
誠
文

堂
新
光
社
）　

▼
東
大
流
こ
れ
か
ら

は
じ
め
る
囲
碁
入
門　

光
永
淳
造

（
ナ
ツ
メ
社
）　
▼
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の

歴
史
を
変
え
た
桜
の
戦
士
た
ち　
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
２
０
１
５
日
本
代
表
全

31
名（
実
業
之
日
本
社
）　
▼
脳
を
ど

う
蘇
ら
せ
る
か　

岡
野
栄
之（
岩
波

書
店
）　

▼
は
じ
め
て
の
弓
道　

松

尾
牧
則（
誠
文
堂
新
光
社
）　
▼
100
歳

夫
婦
力
！　

本
岡
典
子（
中
央
公
論

新
社
）　

▼
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る

も
っ
と
！
リ
ア
ル
猫
人
形　
佐
藤
法

雪（
ト
ラ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン
）　

▼
読
む
オ
イ
ル
事
典　
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｅ

（
主
婦
の
友
社
）

〔
児
童
〕

▼
か
あ
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
よ
ん
で　
か

さ
い
ま
り（
絵
本
塾
出
版
）　

▼
姜

尚
中
と
読
む
夏
目
漱
石　

姜 

尚
中

（
岩
波
書
店
）　

▼
ご
は
ん
の
じ
か

ん　

レ
ベ
ッ
カ
・
コ
ッ
ブ（
ポ
プ
ラ

社
）　

▼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う

仕
事　
斎
藤
貴
男（
岩
波
書
店
）　
▼

世
界
一
の
ラ
ン
ナ
ー　

エ
リ
ザ
ベ

ス
・
レ
ア
ー
ド（
評
論
社
）　
▼
墓
守

り
の
レ
オ　
石
川
宏
千
花（
小
学
館
）　

▼
べ
ん
り
屋
、寺
岡
の
春
。　
中
山
聖

子（
文
研
出
版
）　
▼
ぼ
く
の
わ
ん
こ　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

◎
青
少
年
育
成
の
た
め
に

＊
５
万
円
＝
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
昭
島

◎
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

文
化
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
た
め
に

＊
40
万
円
及
び
テ
ン
ト（
２
張

り
）＝
青
梅
信
用
金
庫 

理
事

長 

平
岡 

治
房
さ
ん

た
ち
と「
お
は
よ
う
」、「
こ
ん
に
ち

は
」な
ど
、あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
一
声

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　
〈
青
少

年
係
〉

●
子
ど
も
会
研
修
会
・
補
助
金
説
明

会　

子
ど
も
会
の
世
話
人（
代
理
も

可
）を
対
象
に
、「
子
ど
も
会
で
使
え

る
！
簡
単
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を

テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
と
、
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま

す（
申
込
不
要
）。　
日
時
４
月
18
日

（
月
）の
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

場
所
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル　
補
助
額

１
団
体
に
つ
き
年
額
７
７
０
０
円
か

ら（
加
入
人
数
に
応
じ
て
加
算
あ
り
）　

〈
社
会
教
育
係
〉

参
加
費
４
０
０
０
円　
申
込
申
込
共

通
事
項
の
と
お
り

●
子
ど
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

日
時
５
月
14
日・28
日
、
６
月
11
日・

25
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
／
全
４
回
）

の
午
後
１
時
〜
３
時　
場
所
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
対
象
小
・
中
学

生　

定
員
20
人（
初
め
て
の
方
優
先

／
多
数
抽
選
）　

参
加
費
２
０
０
０

円　
申
込
申
込
共
通
事
項
の
と
お
り

●
中
高
年
の
た
め
の
ア
ク
ア
エ
ク
サ

サ
イ
ズ　

日
時
５
月
17
日
〜
６
月

28
日
の
火
曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時

（
全
７
回
）　
場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー　
対
象
40
歳
以
上
の
方　
定

員
30
人（
初
め
て
の
方
優
先
／
多
数

抽
選
）　

参
加
費

１
回
500
円　

申
込

申
込
共
通
事
項
の

と
お
り

　
障
害
の
あ
る
方
が
、仲
間
づ
く
り

を
進
め
、社
会
の
中
で
生
き
て
い
く

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
２
回（
土
・
日
曜
日
）、
公
民
館
な

ど
で
、
よ
さ
こ
い
、
料
理
、
工
作
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◎
開
講
の
つ
ど
い

　
１
回
目
の
講
座
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
ま
す
。お
に
ぎ
り
な
ど
の
軽

食
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
日　
４
月
16
日（
土
）　

 

〈
雨
天
中
止
〉

◇
集
合　

午
前
11
時
に
西
立
川
駅

国
営
昭
和
記
念
公
園
口

◇
参
加
費　
１
０
０
０
円

◇
申
し
込
み　

４
月
13
日
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
公
民
館（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
／
火
曜
日
を

除
く
）へ

◎
講
座
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

介
助
や
運
営
に
関
わ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。都
合
の
つ
く
範
囲

で
結
構
で
す
。直
接
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、公
民
館

☎
544
１
４
０
７
へ
。

障
害
の
あ
る
青
年
の
交
流
講
座
の
参
加
者
を
募
集

ロ
ー
リ
ー
・
ア
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
／

著　
ポ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ド
／
画（
岩

崎
書
店
）　

▼
ミ
ュ
ウ
と
ゴ
ロ
ン
と

お
に
い
ち
ゃ
ん　

小
手
鞠
る
い（
岩

崎
書
店
）　

▼
み
ん
が
ら
ば
ー
！
は

し
れ
は
ま
か
ぜ　

村
中
李
衣（
新
日

本
出
版
社
）

和
田
橋
下
子
ど
も
の
広
場 �

利
用
休
止
期
間
を
延
長

　

和
田
橋
下
子
ど
も
の
広
場（
中

神
町
２
丁
目
）は
、都
に
よ
る
和
田

橋
の
耐
震
補
修
工
事
期
間
の
変
更

に
伴
い
、
利
用
休
止
期
間
を
９
月

末
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
な
お
、
状
況
に
よ
り
、
期
間
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
青
少
年
係
へ
。
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福
祉
・
健
康

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

543
９
０
４
６

申
し
込
み
は
、

あ
い
ぽ
っ
く
各
担
当
へ

●
出
張
ひ
ろ
ば　
い
ろ
い
ろ
な
お
も

ち
ゃ
で
遊
び
な
が
ら
親
子
で
交
流
し

ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
す
る
時
間

も
あ
り
ま
す
。
育
児
相
談
も
で
き
ま

す（
申
込
不
要
）。　

日
時
・
場
所

▽
４
月
15
日（
金
）＝
緑
会
館　
▽
５

月
20
日（
金
）＝
武
蔵
野
会
館　
※
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
対

象
０
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者　
〈
子
育
て
ひ
ろ
ば
な
し
の
き
☎

543
６
７
１
６
〉

●
子
育
て
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議　
市
内
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
や

市
な
ど
が
協
働
し
て
子
育
て
支
援
活

動
を
展
開
す
る
子
育
て
グ
ル
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
が
、
グ
ル
ー

プ
間
で
の
情
報
交
換
や
子
育
て
情
報

の
発
信
を
行
い
ま
す（
申
込
不
要
）。　

日
時
４
月
18
日（
月
）

の
午
前
10
時
〜
正
午　

場
所
市
役
所
201
会
議

室

●
動
脈
硬
化
測
定　
日
時
４
月
13
日

（
水
）・19
日（
火
）、
５
月
11
日（
水
）・

17
日（
火
）の
午
前
９
時
15
分
〜
11
時

30
分　

場
所
あ
い
ぽ
っ
く　

対
象

30
〜
74
歳
の
方　
※
動
脈
硬
化
・
脳

梗
塞
・
心
疾
患
で
治
療
中
の
方
、
透

析
し
て
い
る
方
を
除
く　
内
容
血
管

年
齢
測
定
、
保
健
指
導
な
ど　
※
素

足
で
測
定　
定
員
各
40
人（
申
込
順
）　

申
込
４
月
４
日
か
ら
地
域
保
健
係
へ　

※
当
日
の
申
し
込
み
は
不
可

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
栄
養
教
室
〜
塩
分

控
え
め
で
も
美お

味い

し
く
食
べ
る
に
は

〜　
日
時
４
月
21
日（
木
）の
午
前
10

時
15
分
〜
午
後
１
時　

場
所
あ
い

ぽ
っ
く　
対
象
20
〜
74
歳
の
方　
内

容
栄
養
講
座
、
調
理
実
習　

定
員

25
人（
初
め
て
の
方
優
先
／
申
込
順
）　

保
育
３
か
月
以
上
の
未
就
学
児
５
人

（
申
込
順
）　
参
加
費
300
円　
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、米
0.5
合
、ふ
き
ん　

申
込
４
月
４
日
か
ら
地
域
保
健
係
へ

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室　
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
正
し
い
歩
き
方
を
学
び
ま

す
。　
日
時
４
月
23
日（
土
）の
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　
場
所
あ
い
ぽ
っ

く　
講
師
駒
崎 

優
さ
ん（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
研
究
所
代
表
）ほ
か　

定
員
30

人（
初
め
て
の
方
優
先
／
申
込
順
）　

申
込
４
月
５
日
か
ら
地
域
保
健
係
へ

●
骨
密
度
測
定　

日
時
５
月
10
日

（
火
）・25
日（
水
）、
６
月
７
日（
火
）・

22
日（
水
）の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分　
場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
対
象
20

歳
以
上
で
今
年
度
初
め
て
の
方　
※

骨
粗
し
ょ
う
症
で
治
療
中
の
方
を
除

く　
内
容
骨
密
度
測
定
、
保
健
・
栄

養
指
導
な
ど　
※
素
足
で
測
定　
定

員
各
24
人（
多
数
抽
選
）　
申
込
は
が

き
に「
骨
密
度
測
定
」、
第
３
希
望
日

ま
で（
指
定
の
な
い
場
合
は｢

希
望
日

な
し｣

と
記
入
）と
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日・電
話
番
号
を
記
入
し
、４

月
10
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒
196-

０
０
１
５
昭
和
町
４-

７-

１　

あ

い
ぽ
っ
く
地
域
保
健
係
へ　
※
希
望

日
の
記
入
が
な
い
場
合
は
市
が
測
定

日
を
指
定

●
歯
科
講
演
会　
「
知
っ
て
お
き
た

い
口
腔く

う

癌が
ん
と
自
己
検
診
法
」を
テ
ー

マ
に
行
い
ま
す
。　
日
時
５
月
27
日

（
金
）の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
講
師
浅
野
正
岳

さ
ん（
日
本
大
学
教
授
）　
定
員
30
人

（
申
込
順
）　
保
育
３
か
月
以
上
の
未

就
学
児
５
人（
申
込
順
）　
申
込
４
月

４
日
か
ら
地
域
保
健
係
へ

●
乳
幼
児
歯
科
健
診　
健
診
を
初
め

て
利
用
す
る
方
を
対
象
に
、
説
明
を

行
い
ま
す
。　
日
時
４
月
21
日（
木
）

の
午
前
９
時
か
ら
、４
月
18
日（
月
）・

５
月
２
日（
月
）・
12
日（
木
）の
午
後

１
時
か
ら　
場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
対

象
１
歳
〜
２
歳
11
か
月
児　
※
希
望

者
は
４
歳
ま
で
継
続
可　
定
員
各
８

人（
申
込
順
）　

持
ち
物
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル　

申
込
４
月
４

日
か
ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

●
離
乳
食
講
座　

日
時
４
月
26
日

（
火
）の
午
後
１
時
〜
２
時
30
分　
場

所
あ
い
ぽ
っ
く　
対
象
４
〜
６
か
月

児
と
保
護
者　
定
員
30
組（
申
込
順
）　

持
ち
物
ス
プ
ー
ン
、
小
皿
、
バ
ス
タ

オ
ル　

申
込
４
月
５
日

か
ら
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●
初
め
て
の
歯
磨
き
教
室　
日
時
５

月
２
日（
月
）の
午
前
10
時
〜
11
時
30

分　
場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
対
象
８
〜

11
か
月
児
と
保
護
者　

内
容
講
話
、

歯
磨
き
実
習
、
歯
の
相
談　
定
員
20

組（
申
込
順
）　

持
ち
物
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル　
申
込
４
月
４
日
か
ら
子
育

　

感
染
症
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る

た
め
、
市
で
は
、
左
の
表
の
と
お
り

予
防
接
種
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
予
防
接
種
は
、種
類
に
よ
り

接
種
で
き
る
時
期
や
医
療
機
関
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、次
の
場

所
で
配
布
す
る「
平
成
28
年
度
子
ど

も
の
予
防
接
種
」、ま
た
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
場
所　
あ
い
ぽ
っ
く
、市
役

所
福
祉
推
進
係
、
東
部
出
張
所
、

子
育
て
ひ
ろ
ば
な
し
の
き（
な
し

の
き
保
育
園
内
）、
各
市
立
会
館

（
休
館
中
の
施
設
を
除
く
）、総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、市
民
図
書

館
、
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル（
市

民
会
館
）・
公
民
館

※
予
防
接
種
の
案
内
と
予
診
票
は
、

出
生
届
を
も
と
に
、お
子
さ
ん
が

生
後
２
か
月
に
な
る
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。

※
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
、予
診
票

を
紛
失
し
た
方
は
、健
康
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
健
康
係（
あ
い
ぽ
っ

く
内
）☎
544
５
１
２
６
へ
。

▼無料接種の対象
種　類 接種時期 回数

ヒブ ２か月～５歳未満 ４回
（※１）小児用肺炎球菌

四種混合（ジフテリア・
破傷風・百日せき・ポリオ）

３か月～７歳６か月未満

※ 四種混合は、三種混合と
ポリオをどちらも接種し
ていない方が対象です。

４回ポリオ
三種混合（ジフテリア・
破傷風・百日せき）
ＢＣＧ １歳未満 １回
麻しん風しん混合
（ＭＲ）

１期 １歳～２歳未満 １回
２期 小学校入学の前年度 １回

水痘 １歳～３歳未満 ２回

日本脳炎（※２） １期 ３歳～７歳６か月未満 ３回
２期 ９歳～13歳未満 １回

二種混合
（ジフテリア・破傷風） 11歳～13歳未満（※３） １回

子宮頸
けい
がん 小学６年生～高校１年生

（※４） ３回
※１ 接種開始時期により回数が異なります。
※２  平成７年４月２日～ 19年４月１日生まれの方は、特例

措置として20歳の誕生日の前日まで未接種分を無料で
接種できます（予診票は指定医療機関にあり）。

※３ 小学６年生の夏頃に通知します。
※４  現在、積極的に接種を勧めることは、厚生労働省の勧

告に基づき控えています。

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●
２
歳
児
す
こ
や
か
教
室　
日
時
５

月
10
日（
火
）の
午
前
９
時
〜
11
時
15

分　

場
所
あ
い
ぽ
っ
く　

対
象
平

成
26
年
４
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者　
内
容
講

義
、親
子
あ
そ
び
、

育
児
・
栄
養
・
歯

の
相
談　
申
込
子

育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

　妊娠期から子育て期にわた
り継続して子育て世代を支援
するため、子育て世代包括支
援センターを４月１日に開設
します。
◇ 日時　月～金曜日の午前８
時30分～午後５時

※祝日、年末年始を除きます。
◇場所　あいぽっく１階
◎妊娠届の受け付け
　４月１日以降、妊娠届は子
育て世代包括支援センターで
のみ受け付けます。
　市役所、東部出張所では受
け付けられませんのでご注意
ください。

◎�出産・子育て応援事業（ゆり�
かご・あきしま）を実施
　安心して出産を迎えられる
よう、妊娠届を提出した際に、
妊婦の方を対象に保健師が面
談（15～30分程度）を行うもの
です。出産や子育てについて
の相談に応じたり、必要な情
報を提供したりします。心配
なことはぜひご相談ください。
　なお、面談をした妊婦の方
には、ゆりかご応援グッズを
贈ります。
☆詳しくは、子育て世代包括
支援センター（あいぽっく内）
☎543-7303へ。

子育て世代包括支援センター
をあいぽっく内に開設します

◎�国民年金保険料の納付は
期限内に

　平成28年４月分～ 29年３月
分の国民年金保険料は月額１万
6260円です。
　保険料は、日本年金機構から
送付される納付書により、金融
機関・郵便局・コンビニエンス
ストア（一部を除く）などで納付
できます。また、クレジットカー
ドや口座振替でも納付できます
ので、期限内に納めてください。
１年前納、半年前納などをする
と、保険料が割り引きになる制
度があります。
☆詳しくは、立川年金事務所☎
042-523-0352へ。

◎�退職した方は国民年金の
手続きを

　厚生年金に加入している会社
員や公務員などが、20歳以上
60歳未満で退職したときは、国
民年金へ加入する手続きが必要
です。
　また、退職した方に扶養され
ていた配偶者は、第３号被保険
者から第１号被保険者への変更
手続きが必要です。
　退職日の分かる証明書（雇用
保険被保険者離職票など）、印
鑑、年金手帳を持って、市役所
年金係または東部出張所で手続
きしてください。
☆詳しくは、市役所年金係へ。

　国民健康保険・後期高齢者医療制度
の加入者が亡くなったときは、喪主の 
方に葬祭費として５万円を支給します。
◇ 申請　葬儀を行った日の翌日から２
年以内に、次の書類などを市役所（保
険係または後期高齢者医療係）へ

◇ 必要なもの
＊ 亡くなった方の保険証
＊ 葬儀の会葬礼状または領収書（喪主
名の記載があるもの）など

＊ 喪主の印鑑
＊ 喪主の通帳など、金融機関の口座
番号が分かるもの

☆詳しくは、保険係または後期高齢
者医療係へ。

国民健康保険・後期高齢者
医療制度加入者の葬祭費を 
支給

国民年金のお知らせ
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●４月の乳幼児健診�〈子育て世代包括支援センター〉
健 診 名 期 日・場 所 対　象

３～４か月児
　　　　健診

12日（火）・19日（火）
あいぽっく

平成27年
12月生まれ

１歳６か月児
　　歯科健診

11日（月）・25日（月）
あいぽっく

平成26年
９月生まれ

３歳児健診 13日（水）・20日（水）
あいぽっく

平成25年
３月生まれ

※ ６～７か月児健診、９～ 10か月児健診は都内指
定医療機関で、１歳６か月児内科健診は市内指定
医療機関で、受診票を持って受診してください。
※ 受診せずに対象期間を過ぎた場合は、問い合わ
せてください。
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市民のグループ活動などを掲載して
います（政治・宗教・営利活動など
を除く）。なお、会員募集は入会金
を掲載していません。
掲載希望は、市役所広報係へ。
「催し」の掲載申し込みの締め切り日
５月１日号＝４月１日（金）
５月15日号＝４月15日（金）

官公署
� だより

市民の
� ひろば

会 員 募 集

■新入社員などに防火防災教育を「昭
島消防署」　　人事異動などが多い４
月に、消火器や消火栓の位置・使用方
法、避難経路などの確認を。また、事
業所での自衛消防訓練の実施を。同署
☎545-0119
■交通少年団員を募集「昭島警察署」　　
市内在住の小学生の男女を対象。交通
安全キャンペーンや市内イベントな
どに参加。入団手続きなどは問い合わ
せを。同署☎546-0110
■クリケット体験講習の参加者を募集 
「昭島観光まちづくり協会」　　
小学生を対象に、初心者でも楽しみな
がらクリケットを体験できるクリケッ
ト・ブラスト・シリーズ2016を開催し

 
申し込み（価格を含む）などは、４月
２日から当事者間で。掲載希望は、
市役所暮らしの安全係へ。
 電気製品は、PSEマーク（電気用品
安全法の適合製品である表示）の付
いているものに限ります。

生活用品
� 交換情報

■ゆずります（いずれも取りに来られる方）
◇ウインドサーフィンのボード一式

（幅70㎝×長さ360㎝×厚さ10㎝／無
料）＝宮川☎090-8011-7617　◇腹筋運
動用座椅子（縦110㎝×横47㎝×高さ
55㎝／無料）＝福本☎519-5300　◇掛
け布団（縦190㎝×横150㎝／無料）＝
久葉☎543-1655　◇折りたたみベッド
２台（縦210㎝×横90㎝×高さ30㎝／
無料）＝飯島☎070-6998-6200
■ゆずってください
◇電動アシスト自転車（子供用椅子
付）、三味線＝木曽川☎090-6143-3749

●もくせい句会（俳句）　　第１・第３
木曜日の午後１時から公民館で。初心
者歓迎。見学あり。講師の指導あり。
月1000円。神田☎543-8683
●サタデーギターボランティア（アコー
スティックギター）　　土曜日（月３
回）の午前９時30分から公民館など
で。弾き語り、老人ホームでの訪問演
奏を。歌うだけの方、ギター初心者歓
迎。月500円。中島☎545-5984
●昭島囲碁クラブ　　土・日曜日、祝
日の午後１時から朝日町高齢者福祉
センターで。60歳以上の方を８人募
集（申込順）。月100円。４月１日から
要申込。佐藤☎090-8810-5229
●絵手紙クラブ四季の会
木曜日（月３回）の午後１時から武蔵
野会館で。見学あり。指導あり。月
2500円。嘉村☎542-6102
●美墨会（水墨画）　　第１・第３水
曜日（８月を除く）の午前９時30分か
ら昭和会館で。見学あり。月2000円。
外山☎080-2055-4137
●ハイキングクラブ アルコ（登山・ハ
イキング）　　週末（月３回程度）に中・
低山で。中高年の方を対象。年4000円。
加藤☎090-5754-8726
●昭島P・T・C（硬式テニス）
月・木曜日に昭和公園で。試合のでき
る女性の方を対象。見学・体験あり。
年8000円。中川☎090-8813-1558
●ママキッズ（３B親子体操）
火曜日（月２回）の午前10時から富士
見会館などで。しっかり歩ける１～３
歳のお子さんとお母さんを対象。４月
に体験・説明会あり。月1300円。堂谷
☎090-5418-1898

社会福祉協議会・
ボランティアセンター
（あいぽっく内）� ☎544-0388
■ファミリー・サポート・センター説
明会　　利用会員（子育ての手助けが
必要な方）の依頼に応じ、協力会員（手

●フラサークルオハナ（フラダンス）
火曜日（月３回）の午後７時30分から
武蔵野会館などで。30 ～ 60歳代の女
性の方を対象。初心者歓迎。体験あり。
月3000円。田中☎090-6168-4148
●自分史を学ぶ会 あしあと
第３水曜日の午後１時30分から公民
館で。自分史を会誌にまとめる（年１
回発刊）。初心者歓迎。月1500円。渡部 
☎543-4406
●日本の心の会（大和物語）
日曜日（月２回）の午後２時から緑会館
で。１回1000円（資料代など）。井口
☎545-8728
●健康体操はつらつクラブ（ストレッ
チ、リズム体操）　　第２・第３・第４水
曜日の午前10時からあいぽっくなどで。 
おおむね60歳以上の方を対象。見学・
体験あり。月2500円。北島☎541-0499
●ポパイ（園児体操）　　水曜日の午後
３時30分から武蔵野会館で。３～５歳 
のお子さんを対象。見学・体験あり。
月2000円。佐藤☎519-6659
●中神エルフィン（ママさんバレーボー 
ル）　　月曜日の午後７時から中神小
で。月500円。井上☎090-9973-0261

●芸術祭「昭島市文化協会」
▽囲碁大会＝４月10日の午前９時30
分～午後４時。▽展示発表会（美術・
書道・華道・盆栽・写真・短歌・山野
草・菊）＝４月16日・17日の午前９時
30分～午後５時。▽歌謡大会＝４月
19日の午前９時30分～午後５時。▽
舞台発表（民謡・芸能・三曲・大正琴・
剣詩舞・ショータイム）＝４月17日の
午前10時～午後５時。▽茶会＝４月
17日の午前10時～午後３時。いずれ
もKOTORIホール（市民会館）・公民
館で。入場無料。囲碁大会と茶会のみ
参加費あり。梅田☎544-1252
●マジックショー「昭島マジッククラ
ブ」　　４月10日の午後１時30分～
３時30分に公民館で。定員120人（先
着順）。入場無料。申込不要。小松☎
090-2300-9533
●肩・腰・膝痛 お手入れの達人健康
講座「NPO法人自然治癒サポートセン
ター（パームセラピーの普及）」
４月14日の午後１時30分～３時にあ

ます。４月10日、５月８日、６月５日、
７月３日、８月７日、９月４日、10月
９日の午前10時～正午（複数回の参加
も可）に、共成小、拝島第二小、拝島
第三小、陸上競技場のいずれかで。道
具の貸し出しあり。参加費１回500円。
申し込みは、クリケットブラストの
ホームページで。同協会☎519-2114
■表示登記の日無料相談「東京土地家
屋調査士会立川支部」　　４月13日の
午後１時～３時に昭島市役所市民ロ
ビーで。土地・建物の調査・測量、境
界問題、不動産の表示登記の相談。申
込不要。同支部（上野）☎519-6011

助けを行う方）が保育園の送迎や子ど
もの一時預かりなどを有料で行う育
児ネットワーク。登録を希望する方は、
４月14日、５月14日・26日の午前10
時～ 11時30分にあいぽっくで行う説
明会に参加を（いずれか１日）。定員各
30人（申込順）。４月４日から社会福
祉協議会へ要申込。
■地域福祉権利擁護事業 生活支援員
を募集　　認知症、知的障害、精神障
害などで判断能力が低下した方を支
援する生活支援員を若干名募集。25
歳以上の方を対象（民生委員・児童委
員やホームヘルパーの方を除く）。活
動は週１回程度（平日／２時間以上）。
希望する方は４月20日の午後２時か
らあいぽっくで行う
説明会に参加を。４
月４日から社会福祉
協議会へ要申込。

いぽっくで。手にたまる老廃物を除去
し、肩・腰・膝の痛みを緩和する方法
を学ぶ。定員25人（先着順）。参加費
無料。申込不要。片倉☎546-3333
●大人のための英会話・韓国語市民講
座「国際文化交流協会」　　４月22日、
５月６日～６月17日の金曜日（全８回）
に市民交流センターで。英会話は午後 
６時～７時、韓国語は午後７時30分～
８時30分。定員各15人（申込順）。参加
費5000円。４月１日から要申込。前田 
☎090-6489-2803
●ミニ盆栽作り「昭島市盆栽会」
４月24日の午後１時20分～４時に公民
館で。中学生以上の方を対象。作った
盆栽を持ち帰る。定員12人（申込順）。
参加費800円。４月１日から要申込。 
長野☎090-1126-3873

●介護職員初任者研修講座「介護老人
保健施設アゼリア」　　５月12日～９
月８日（全15回）に同施設で。介護職員
初任者研修修了者（旧ホームヘルパー
２級）の資格取得を目指す。説明会あ
り。定員18人（申込順）。受講料７万
3500円（テキスト代含む）。４月１日
から要申込。同施設☎549-1413

催 し

そ の 他

相談場所：市役所内相談室／予約は、オンブズパーソン・
市政相談担当☎544-5122へ。

法 律 相 談○予

１日（金）･12日（火）の午前９時～正午
･午後１時30分～４時30分
15日（金）･18日（月）･28日（木）の午前
９時～正午
16日（土）の午後２時～５時10分
27日（水）の午後１時30分～４時30分

行 政 相 談○予 14日（木）の午後１時30分～４時30分
人権身の上相談○予 25日（月）の午後１時30分～４時30分
交 通 事 故 相 談○予 19日（火）の午後１時30分～４時
登 記 相 談○予 13日（水）の午後１時30分～４時30分
相 続 ･ 遺 言 等
暮らしの手続相談○予 20日（水）の午後１時30分～４時30分

不 動 産 相 談○予 26日（火）の午後１時30分～４時30分

相談場所：市役所内相談室／予約は各担当へ。

オンブズパー
ソン相談○予

６日（水）・20日（水）の午前９時～正午、８日
（金）・22日（金）の午後１時30分～４時30分
※市政などに関する苦情の相談

〈オンブズパーソン・市政相談担当☎544-5122〉
税務相談○予 ８日（金）の午後１時30分～４時30分

〈市民税係☎544-5111（代）〉
創業ワンストップ
窓口相談○予

21日（木）の午後１時～５時
〈産業振興係☎544-5111（代）〉

精神障害者
一般相談○予

月～金曜日の午前９時～午後５時
〈障害福祉係☎544-5111（代）〉

女性悩みごと
相 談 ○予

水曜日の午後１時～４時
〈男女共同参画担当☎544-5130〉

就学相談○予
月～金曜日の午前８時30分～午後５時
※心身の発達に心配のあるお子さんの就学相談

〈特別支援教育係☎544-5111（代）〉
ひとり親・
女性相談○予

月～金曜日の午前８時30分～午後５時
〈ひとり親・女性支援担当☎544-5111（代）〉

相談場所：あいぽっく／予約は、子育て世代包括支援センター
☎543-7303または地域保健係☎544-5126へ。
育 児 相 談

（未就学児の保護者
を対象）

20日（水）の午前９時10分～10時30分
※ バスタオル・母子健康手帳をお持ちく

ださい。
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助 産 師 相 談○予 木曜日の午前９時30分～正午
にんしんＳＯＳ相談 木曜日の午後１時～４時
保健栄養相談○予 15日（金）の午前10時～正午 地

域
保
健
係

女性医師による
女性の健康相談○予

28日（木）の午後１時30分～３時30
分

こころといのちの相談 月曜日の午前９時～ 11時30分
その他

教 育 相 談
月～金曜日の午前９時～午後５時

〈教育相談室（市民交流センター内）☎541-4445〉
※市ホームページ、または、こちらから  ▼

いじめ相談
ホットライン

月～金曜日の午前９時～午後５時
《いじめ専門電話相談ダイヤル☎543-7633》

AKISHIMA
キッズナー

月～金曜日の午前９時～午後６時30分
※18歳未満の子ども専用電話相談

《AKISHIMAキッズナー☎0120-678-044》

子育て相談

月～金曜日の午前９時～午後７時
（受け付けは６時30分まで）

〈子ども家庭支援センター☎543-9046〉
月～土曜日の午前９時30分～午後４時
〈子育てひろばなしのき（なしのき保育園内）☎543-6716〉

消 費 生 活
相 談

月～金曜日の午前９時～正午・午後１時～４時
〈消費生活センター☎544-9399〉

あ き し ま
雇用・労働
相 談

９日（土）の午前10時～午後３時
※相談場所は市民交流センター

〈産業振興係☎544-5111（代）〉

福 祉 法 律
相 談 ○予

１日（金）･15日（金）の午後１時30分～４時30分
※成年後見などの相談／相談場所はあいぽっく
 〈地域福祉・後見支援センターあきしま

（社会福祉協議会内）☎544-0388〉
※�表以外の相談は、市民相談へ。 月～金曜日の午前８時30分～午後５時 〈オンブズパーソン・市政相談担当☎544-5122〉

４ 月 の 相 談 ○予 は予約制／相談は無料／祝日は休み
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�情報クリップ

◀ 携帯電話版ホームページ
はこちらから

4/1
【人口と世帯】平成28年３月１日現在　（　）内は前月比
人口 11万2800人（-49）　男 ５万6286人（-34）　女 ５万6514人（-15）　世帯 ５万2502世帯（-6）

前半のイベントカレンダー
日 内　　容 メモ
１（金）
２（土）● 農産物即売会→17㌻

３（日）
● 市民課臨時窓口→3/1号６㌻ 担当 市

民課
● 農産物即売会→17㌻

４（月）
５（火）
６（水）● 農産物即売会→17㌻

７（木）
●申 乳幼児歯科健診→3/1号13㌻ 担当 子

育て世代包括支援センター☎543-
7303

８（金）
９（土）● 農産物即売会→17㌻

10（日）

● フリーマーケット、リサイクル品の
無料提供→2/15号２㌻ 担当ごみ対策
課☎546-5300
●おもちゃ修理→11㌻
●多摩川クリーン作戦→11㌻
● 農産物即売会→17㌻

11（月）

●申 リフレッシュお母さん教室（全８回）
→3/1号13㌻ 担当 子育て世代包括支
援センター☎543-7303

●１歳６か月児歯科健診→21㌻

日 内　　容 メモ

12（火）

●申 ２歳児すこやか教室→3/1号13㌻ 担当
子育て世代包括支援センター☎543-
7303

● （仮称）教育福祉総合センターの整備
などに関する説明会→17㌻

●３～４か月児健診→21㌻

13（水）
● 農産物即売会→17㌻
●３歳児健診→21㌻

14（木）

●申 いきいき元気教室（全21回）→3/1号
13㌻ 担当地域健康係☎544-5126
●申 乳幼児歯科健診→3/1号13㌻ 担当 子

育て世代包括支援センター☎543-
7303

● 狂犬病予防集合注射（4/16まで）→
3/15号８㌻ 担当環境保全係

15（金）●出張ひろば→20㌻

16（土）

●申 フレッシュパパ・ママ学級→3/15号
５㌻ 担当 子育て世代包括支援セン
ター☎543-7303

●中神の獅子舞（4/17まで）→13㌻
● 農産物即売会→17㌻
●申 障害のある青年の交流講座開講のつ
どい→19㌻

17（日）
● 農産物即売会→17㌻
●納税の休日窓口→17㌻

※●申のイベントは、申し込みが必要です。
※ カレンダー内のページは、「広報あきしま」（特に明記してい

ない場合は今号）のページです。
※ 担当 で電話番号のないものはすべて市役所☎544-5111（代

表）です。
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り

◇
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子
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と
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護
者

◇
定
員　
20
組（
小
学
生
の
親
子
を
優
先
／
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選
）

◇
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０
０
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）
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市
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合

☆
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し
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み
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、４
月
13
日

ま
で
に
都
市
農
業
担
当
へ
。

日　　時 場 　所 内　容
４月23日（土）午後１時30分

～２時30分
宮沢町
２-30（畑）種まき

６月５日（日）
午前９時30分
～正午

宮沢町
３-１（田）

田植え
７月10日（日） 田の草取り
10月２日（日） 稲刈り
※ 日程は稲の生育状況などにより変更することが

あります。
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ン
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イ
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で
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へ
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